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「看護師等養成所における DX促進にむけた実態調査」 

報告書刊行に寄せて 

 

日本の生産年齢人口はピークの 1995（平成７）年に総人口の 69.5%を占め、その後は

少子高齢化により減少に転じています。そして、2065（令和 47）年には約 4,500万人と

なる見通しで、2020 年と比べて約 2,900万人の減少になると予想されている。このよう

に、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少時代を目前に迎え、医療・介護の現場におい

て AIや ICTの導入が進められているところであるが、政府の「骨太の方針 2022」にデ

ジタルトランスフォーメーション（以下「DX」とする）への投資が明示されたことを受

けて、オンライン診療等の医療・介護現場におけるデジタル技術の導入が一層、加速す

ることが見込まれており、医療 DXに対応できる人材育成が必要である。 

加えて、文部科学省においては、生徒 1人 1台端末、取り残しのない教育を行う GIGA

スクール構想を踏まえた、高等学校学習指導要領が令和４年度から適用されている。今

後、このような学習環境で学んだ学生が、看護師等養成所に入学してくるため、学生に

合わせた学習環境の整備、すなわち、看護師等養成所の DX化が求められている。さら

に、Windows95が一般にむけて発売された 1995年以降に生まれた世代を「Ｚ世代」と呼

び、生まれたときからインターネットが身近にあり、インターネットやスマートフォン

とともにＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サービス）を自由に使いこなす世代であ

り、学生の背景に応じた学習環境の整備も必要である。 

加えて、近年、18歳人口の減少に伴い受験した人が全員合格する「全入」時代にはい

り、コミュニケーションや学習面や生活面等で課題を抱える学生が増えている。看護教

員は、個々の学生に合わせた丁寧な対応が求められる場面も増加しており、看護教員の

業務の負担感は看護教員確保を困難にする要因の一つとなっている。そのため、DXをう

まく活用することで、看護教員の業務負担を軽減し、学生指導に専念できる環境整備も

必要となっている。 

そこで、本事業では、現状の課題や時代の要請に対応する看護師等養成所における看

護教育の学習環境整備（看護教育現場の DX）に向けた対応を検討するための基礎資料と

なる実態調査を行った。この結果が看護師等養成所の DX化を進め、教職員たちが明る

く元気に質の高い看護教育を実現できる一助になれば幸いである。 

 

令和 6（2024）年 3月 

一般社団法人 日本看護学校協議会  

会長 水方 智子  
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1. 事業の背景・目的 

（１）事業の背景 

医療・介護の現場において AIや ICTの導入が進められているところであるが、骨太の方針にデ

ジタルトランスフォーメーション（以下「DX」とする）への投資が明示されたことを受けて、オ

ンライン診療等の医療・介護現場におけるデジタル技術の導入が一層、加速することが見込まれ

ており、医療 DXに対応できる人材育成が必要である。 

加えて、文部科学省においては、生徒 1人 1台端末、取り残しのない教育を行う GIGAスクール

構想を踏まえた、高等学校学習指導要領が令和４年度から適用されている。今後、このような学

習環境で学んだ学生が、看護師等養成所に入学してくるため、学生に合わせた学習環境の整備、

すなわち、看護師等養成所の DX化が求められている。また、近年コミュニケーションなどの課題

を抱える学生が増え、看護教員は、個々の学生に合わせた丁寧な対応が求められる場面も増加し

ており、看護教員の業務の負担感は看護教員確保を困難にする要因の一つとなっている。そのた

め、看護教員の業務負担を軽減し、学生指導に専念できる環境整備も必要となっている。 

 

（２）事業の目的 

本事業では、現状の課題や時代の要請に対応する看護師等養成所における看護教育の学習環境

整備（看護教育現場の DX）に向けた対応を検討するための基礎資料となる実態調査を行う。 

  



 

7 

（３）事業の内容 

１）調査対象：看護師等養成所 

２）調査全体フロー 

本事業の調査は、以下の全体フローに基づき実施した。 

調査 調査手法 明らかにすべき調査課題 

プレ調査 簡易ヒアリング調査 アンケート票作成に向けた基礎情報収集 

一次調査 アンケート調査 看護師等養成所におけるデジタル環境の実態 

二次調査 アンケート調査 
看護師等養成所におけるデジタル技術を活用した教育

の状況 

三次調査 ヒアリング調査 
看護師等養成所における看護教員の業務の実態 

看護師等養成所における業務負担軽減策の状況 
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（４）調査推進体制 

調査委員名簿（50音順・敬称略） 

 

調査代表者 水方 智子 

（一社）日本看護学校協議会 会長 

パナソニック健康保険組合立松下看護専門学校 

前副学校長 

共同調査者 

 

 

我妻 弘 （一社）日本看護学校協議会 顧問 

飯野 伸子 
（一社）日本看護学校協議会 理事 

博慈会高等看護学院 副学校長 

小田 恭子 
（一社）日本看護学校協議会 理事 

長崎市医師会看護専門学校 第 2看護学科科長 

平瀬 節子 
（一社）日本看護学校協議会 理事 

近森病院付属看護専門学校 副学校長 

戸田 悦子 
（一社）日本看護学校協議会 副会長 

砂川市立病院附属看護専門学校 副学校長 

真田 弘美 石川県立看護大学 学長 

仲上 豪二朗 東京大学大学院医学系研究科 教授 

美甘 瞳 パナソニック健康保険組合立松下看護専門学校 

山口 義美 横浜市病院協会看護専門学校 

金子 陽子 （一社）日本看護学校協議会 事務局 
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10 

1. 調査概要 

（１）調査名称  

デジタル環境及びデジタル技術を活用した看護基礎教育の状況把握調査 

（２）調査目的  

看護師等養成所におけるデジタル環境の実態及び看護師等養成所におけるデジタル技術を活用

した教育の実態を明らかにする。 

（３）調査対象  

一般社団法人日本看護学校協議会会員校である看護師等養成所 449校・559課程に依頼した。 

412課程より有効回答を得た（有効回答率 73.7％）。 

（４）調査時期  

2023年 8月 7日（月）～8月 31日（木） 

（５）倫理的配慮 

回答及び返送は任意とした。 

（６）調査内容と方法 

調査に関する内容をメール送付し、web（Googleフォーム）での回答とした。 
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2. 調査結果 

（１）所在地 

「大阪府」8.7％が最も多く、次いで「福岡県」8.5％、「埼玉県」5.3％であった。 

貴校がある都道府県名をご入力ください。 

図表 1 所在地 

 
  

n % n % n %

北海道 21 5.1 石川県 2 0.5 岡山県 6 1.5

青森県 4 1.0 福井県 3 0.7 広島県 3 0.7

岩手県 2 0.5 山梨県 3 0.7 山口県 8 1.9

宮城県 4 1.0 長野県 3 0.7 徳島県 4 1.0

秋田県 3 0.7 岐阜県 3 0.7 香川県 5 1.2

山形県 6 1.5 静岡県 16 3.9 愛媛県 11 2.7

福島県 16 3.9 愛知県 13 3.2 高知県 3 0.7

茨城県 11 2.7 三重県 6 1.5 福岡県 35 8.5

栃木県 6 1.5 滋賀県 6 1.5 佐賀県 14 3.4

群馬県 6 1.5 京都府 6 1.5 長崎県 4 1.0

埼玉県 22 5.3 大阪府 36 8.7 熊本県 5 1.2

千葉県 16 3.9 兵庫県 15 3.6 大分県 3 0.7

東京都 16 3.9 奈良県 10 2.4 宮崎県 6 1.5

神奈川県 12 2.9 和歌山県 2 0.5 鹿児島県 11 2.7

新潟県 9 2.2 鳥取県 5 1.2 沖縄県 4 1.0

富山県 4 1.0 島根県 3 0.7 無回答 0 0.0

計 412 100.0
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（２）設置主体 

「学校法人」25.2％が最も多く、次いで「医師会」22.3％、「医療法人・社会医療法人」13.1％

であった。 

設置主体をご回答ください。 

図表 2 設置主体 

 

 

  

n %

都道府県 37 9.0

市町村 34 8.3

日本赤十字社 2 0.5

済生会 6 1.5

厚生連 8 1.9

労働者健康安全機構 3 0.7

地域医療機能推進機構 2 0.5

医療法人・社会医療法人 54 13.1

社会福祉法人 8 1.9

学校法人 104 25.2

医師会 92 22.3

一般社団法人・公益社団法人 20 4.9

一般財団法人・公益財団法人 23 5.6

組合立 9 2.2

企業 3 0.7

その他 7 1.7

計 412 100.0
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（３）所属課程 

「３年課程（修業年限３年制）」69.7％が最も多く、次いで「２年課程（定時制）」8.5％、「准

看護師養成所」7.5％であった。 

所属課程をご回答ください。 

図表 3 所属課程 

 

  

n %

統合カリキュラム 6 1.5

3年課程（修業年限4年制） 11 2.7

3年課程（修業年限3年制） 287 69.7

3年課程（定時制） 1 0.2

2年課程（全日制） 19 4.6

2年課程（定時制） 35 8.5

2年課程（通信制） 6 1.5

高等学校5年一貫教育 2 0.5

高等学校専攻科 1 0.2

高等学校衛生看護科 1 0.2

准看護師養成所 31 7.5

保健師課程 1 0.2

助産師課程 11 2.7

計 412 100.0
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（４）1学年あたりの定員数 

「４０人」52.7％が最も多く、次いで「８０人」17.7％、「４０人未満」15.3％であった。平均

値は 51.5であった。 

1学年あたりの定員数をご回答ください。 

図表 4 1学年あたりの定員数 

 

 

 

 

 

 

（５）常勤看護教員数 

「１０人未満」43.9％が最も多く、次いで「１０～１４人」39.1％、「１５～１９人」11.2％で

あった。平均値は 10.9であった。 

貴校の常勤看護教員数をご回答ください。 

図表 5 常勤看護職員数 

 

  

n %

40人未満 63 15.3

40人 217 52.7

41人～79人 39 9.5

80人 73 17.7

81人以上 20 4.9

計 412 100.0

n %

10人未満 181 43.9

10～14人 161 39.1

15～19人 46 11.2

20人以上 24 5.8

計 412 100.0
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（６）回答者の職位 

「副学校長」35.2％が最も多く、次いで「教務主任」32.3％、「事務職員」17.2％であった。 

回答者の職位ひとつをご回答ください。 

図表 6 回答者の職位 

 

  

n %

専任教員 10 2.4

実習調整者 2 0.5

教務主任 133 32.3

副学校長 145 35.2

学校長 19 4.6

事務職員 71 17.2

事務責任者 32 7.8

その他 0 0.0

計 412 100.0
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（７）教員に対する PCおよびタブレットの貸与状況 

個人用 PCを「貸与している」割合は、全体でみると 95.4%であった。「貸与している」の割合

が最も低い設置主体は学校法人で 91.3%であった。 

個人用タブレットを「貸与している」割合は、全体でみると 41.7%であった。「貸与している」

の割合が最も高い設置主体は学校法人で 51.0%であった。 

常勤看護教員に組織から貸与されている、個人用 PC又は個人用タブレットの台数をご回答ください。 

図表 7 教員に対する PCおよびタブレットの貸与状況 

● 個人用 PC 

 

● 個人用タブレット 

 

  

全体（n=412）

都道府県・市区町村（n=71）

医療法人・社会医療法人（n=54）

学校法人（n=104）

医師会（n=92）

財団法人・社団法人（一般・公益）（n=43）

その他（n=48）

95.4

97.2

96.3

91.3

96.7

97.7

95.8

4.6

2.8

3.7

8.7

3.3

2.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与している 貸与していない

全体（n=412）

都道府県・市区町村（n=71）

医療法人・社会医療法人（n=54）

学校法人（n=104）

医師会（n=92）

財団法人・社団法人（一般・公益）（n=43）

その他（n=48）

41.7

36.6

29.6

51.0

38.0

48.8

43.8

58.3

63.4

70.4

49.0

62.0

51.2

56.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与している 貸与していない
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（８）常勤看護教員のメールアドレス保有状況 

全体でみると「全員が個人用メールアドレスを持っている」の割合は 77.9%であった。設置主

体別にみると学校法人が最も高く 87.5%、財団法人・社団法人（一般・公益）が最も低く 60.5％

であった。 

常勤看護教員の個人用メールアドレスの有無についてご回答ください。 

図表 8 常勤看護教員のメールアドレス保有状況 
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（９）学生用タブレット・PC・デジタル教材等の授業での活用状況 

全体でみると「いずれかを利用している」の割合は 69.4%であった。設置主体別にみると医療

法人・社会医療法人が最も高く 72.2%、都道府県・市区町村が最も低く 63.4％であった。 

学生個人用タブレット（又はＰＣ）あるいはデジタル教材（電子教科書・学習支援システム・教育用電子カル

テ、AR・VR・MRなど）の授業での利用の有無をご回答ください。 

図表 9 学生用タブレット・PC・デジタル教材等の授業での活用状況 

 

  

全体（n=412）

都道府県・市区町村（n=71）

医療法人・社会医療法人（n=54）

学校法人（n=104）

医師会（n=92）

財団法人・社団法人（一般・公益）（n=43）

その他（n=48）

69.4

63.4

72.2

72.1

69.6

67.4

70.8

30.6

36.6

27.8

27.9

30.4

32.6

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれかを活用している いずれも活用していない
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（１０）学生用タブレット・PC・デジタル教材等を活用していない理由 

「利用したいが予算や学校設備などの制約のため困難である」55.6％が最も多く、次いで「今

後導入・活用予定がある」15.9％、「その他」11.1％であった。 

学生個人用タブレット（又はＰＣ）あるいはデジタル教材（電子教科書・学習支援システム・教育用電子カル

テ、AR・VR・MRなど）を授業で利用していない理由について、ご回答ください（複数回答可）。 

図表 10 学生用タブレット・PC・デジタル教材等を活用していない理由 

 

  

（n=126）

利用したいが予算や学校設備などの制約のため困難である

学校廃止等の予定があるため、新規授業等に取り組めない

従来どおりデジタルに関わらない教育を維持する方針だから

導入に関わるノウハウや運用方法がわからない

運用に関わるルールやガイドラインが定まらず、踏み切れない

今後導入・活用予定がある

その他

55.6

6.3

6.3

3.2

3.2

15.9

11.1

0% 20% 40% 60%
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（１１）【デジタル教材 非活用校】遠隔授業の実施状況 

デジタル教材を活用していない学校では、遠隔授業を「行っている」割合は 81.7%、「行ってい

ない」割合は 18.3％であった。 

遠隔授業の対応についてご回答ください。 

図表 11 【デジタル教材非活用】遠隔授業の実施状況 

 
 

 

（１２）【デジタル教材 非活用校】遠隔授業の実施方式 

デジタル教材を活用していない学校における遠隔授業の実施方法は、「オンライン・マンツーマ

ン型（ＺＯＯＭなど）」81.6％が最も多く、次いで「オンライン・マンツーマン型とオンデマンド

型とのハイブリッド」12.6％であった。 

遠隔授業の実施方式についてご回答ください。 

図表 12 【デジタル教材非活用】遠隔授業の実施方式 

 

  

行っている

81.7%

行っていない

18.3%

（n=126）

81.6 2.9 12.6 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（n=103）

オンライン・マンツーマン型（ZOOMなど）

講義ビデオ配布等によるオンデマンド型（YouTubeなど）

オンライン・マンツーマン型とオンデマンド型とのハイブリッド

その他
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（１３）【デジタル教材 活用校】導入しているデジタル教材 

デジタル教材を活用している学校が、実際に導入しているデジタル教材は、「電子教科書」

85.0％が最も多く、次いで「高機能看護シミュレーター（看護実習モデル人形・シナリオ付モデ

ル人形）」51.7％、「学習支援システム（国家試験対策アプリ）」38.8％であった。 

学校として導入されているデジタル教材についてご回答ください（複数回答可）。 

図表 13 【デジタル教材活用校】導入しているデジタル教材 

 

 

  

（n=286）

電子教科書

高機能看護シミュレーター

（看護実習モデル人形・シナリオ付モデル人形）

学習支援システム(国家試験対策アプリ)

教育用電子カルテ（学外利用を含む）

VR：Virtual Reality「仮想現実」

 例：看護実習用ＣＧ教材

AR：Augmented Reality「拡張現実」

例：医療事故防止用シミュレーション教材

MR：Mixed Reality「複合現実」

例：手術室看護師のトレーニングツール

その他

85.0

51.7

38.8

27.6

3.1

0.7

0.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（１４）【デジタル教材 活用校】デジタル教材の活用方法 

デジタル教材を活用している学校が、実際にデジタル教材を活用する方法は、「教科書による講

義のテキストとして」78.0％が最も多く、次いで「学内演習等での資料作成・共同編集、教員か

ら学生へのコメント機能での助言」58.4％、「授業時間外での活用」45.8％であった。 

学校としてデジタル教材を導入している場合の活用方法についてご回答ください（複数回答可）。 

図表 14 【デジタル教材 活用校】デジタル教材の活用方法 

 

  

（n=286）

教科書による講義のテキストとして

学内演習等での資料作成・共同編集、

教員から学生へのコメント機能での助言

授業時間外での活用

臨地実習での資料作成・共同編集、

教員から学生へのコメント機能での助言

その他

78.0

58.4

45.8

21.3

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（１５）【デジタル教材 活用校】通信環境の問題の有無 

デジタル教材を活用している学校における通信環境の問題の有無については、「ネット接続に支

障はなく利用制限はしていない」61.9％が最も多く、次いで「概ね問題ないが、利用を制限する

場合がある」24.8％、「通信容量に問題がある」6.6％であった。 

通信環境の問題の有無についてご回答ください。 

図表 15 【デジタル教材 活用校】通信環境の問題の有無 

 

 

  

（n=286）

ネット接続に支障はなく

利用制限はしていない

概ね問題ないが、

利用を制限する場合がある

通信容量に問題がある

問題が多いため、更新を考えている

その他

61.9

24.8

6.6

2.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80%
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III. 二次調査（アンケート） 
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1. 調査概要 

（１）調査名称  

看護教員の業務の実態及び業務負担軽減策の状況把握調査 

（２）調査目的  

看護師等養成所における看護教員の業務の実態及び、看護師等養成所における業務負担軽減策

の状況を把握する。 

（３）調査対象   

一次調査で「ヒアリング協力可能」と回答があった 133課程。 

80課程より有効回答を得た（有効回答率 60.2％）。 

（４）調査時期   

2023年 10月 23日（月）～11月 4日（土） 

（５）倫理的配慮 

回答及び返送は任意とした。 

（６）調査内容と方法 

調査に関する内容をメール送付し、web（Googleフォーム）での回答とした。 
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2. 調査結果 

（１）所在地 

「福岡県」11.3％が最も多く、次いで「千葉県」7.5％、「埼玉県」「兵庫県」6.3％であった。 

貴校がある都道府県名をご入力ください。 

図表 16 所在地 

 
  

n % n % n %

北海道 5 6.3 石川県 0 0.0 岡山県 2 2.5

青森県 1 1.3 福井県 0 0.0 広島県 0 0.0

岩手県 1 1.3 山梨県 1 1.3 山口県 2 2.5

宮城県 0 0.0 長野県 0 0.0 徳島県 0 0.0

秋田県 0 0.0 岐阜県 0 0.0 香川県 1 1.3

山形県 0 0.0 静岡県 3 3.8 愛媛県 1 1.3

福島県 3 3.8 愛知県 2 2.5 高知県 1 1.3

茨城県 1 1.3 三重県 3 3.8 福岡県 9 11.3

栃木県 1 1.3 滋賀県 0 0.0 佐賀県 1 1.3

群馬県 2 2.5 京都府 2 2.5 長崎県 3 3.8

埼玉県 5 6.3 大阪府 4 5.0 熊本県 1 1.3

千葉県 6 7.5 兵庫県 5 6.3 大分県 2 2.5

東京都 4 5.0 奈良県 1 1.3 宮崎県 0 0.0

神奈川県 2 2.5 和歌山県 0 0.0 鹿児島県 1 1.3

新潟県 2 2.5 鳥取県 0 0.0 沖縄県 1 1.3

富山県 0 0.0 島根県 1 1.3 無回答 0 0.0

計 80 100.0
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（２）設置主体 

「学校法人」26.3％が最も多く、次いで「医師会」12.5％、「都道府県」「医療法人・社会医療

法人」11.3％であった。 

設置主体をご回答ください。 

図表 17 設置主体 

 

  

n %

都道府県 9 11.3

市町村 8 10.0

日本赤十字社 1 1.3

済生会 1 1.3

厚生連 2 2.5

労働者健康安全機構 0 0.0

地域医療機能推進機構 0 0.0

医療法人・社会医療法人 9 11.3

社会福祉法人 4 5.0

学校法人 21 26.3

医師会 10 12.5

一般社団法人・公益社団法人 4 5.0

一般財団法人・公益財団法人 6 7.5

組合立 2 2.5

企業 3 3.8

その他 0 0.0

計 80 100.0
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（３）所属課程 

「３年課程（修業年限３年制）」75.0％が最も多く、次いで「２年課程（定時制）」8.8％、「2

年課程（全日制）」5.0％であった。 

所属課程をご回答ください。 

図表 18 所属課程 

 
  

n %

統合カリキュラム 1 1.3

3年課程（修業年限4年制） 2 2.5

3年課程（修業年限3年制） 60 75.0

3年課程（定時制） 0 0.0

2年課程（全日制） 4 5.0

2年課程（定時制） 7 8.8

2年課程（通信制） 2 2.5

高等学校5年一貫教育 0 0.0

高等学校専攻科 0 0.0

高等学校衛生看護科 0 0.0

准看護師養成所 3 3.8

保健師課程 0 0.0

助産師課程 1 1.3

計 80 100.0
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（４）デジタルツール活用状況 

教育にまつわる様々な活動・業務におけるデジタルツールの活用状況を聴取した。 

下記の図表（ヒートマップ）では、割合が高い場合は暖色（赤）、割合が低い場合は寒色（青）

で強調されている。 

全体的に「対面で記録・管理」の割合が高く、依然として従来のやり方が採用されている傾向

が強いことがうかがえる。 

他方で、部分的にデジタルツールの活用が進んでいる傾向も読み取れる。例えば、「学生へのア

ンケート調査」を「アプリ又はソフトウェアで一元管理」している割合は 45.0％、「教職員との

連絡」を「SNSでやりとり」している割合は 37.5％、「学生の成績管理」を「closedシステムで

管理」している割合は 36.3％といった結果が注目される。 

現在、一番活用しているものを教えてください。 

図表 19 デジタルツール活用状況 

 

  

（n＝80）

（％）

学生への個別連絡 30.0 3.8 0.0 22.5 40.0 3.8

学生への資料配付 22.5 10.0 3.8 2.5 55.0 6.3

学生との課題のやりとり 25.0 3.8 2.5 2.5 61.3 5.0

学生の終講試験の実施 6.3 2.5 5.0 0.0 82.5 3.8

学生の実習記録 2.5 1.3 7.5 1.3 83.8 3.8

学生の成績管理 26.3 13.8 36.3 1.3 18.8 3.8

学生の出欠管理 22.5 3.8 12.5 1.3 50.0 10.0

学生の毎日の健康管理 18.8 5.0 3.8 0.0 62.5 10.0

学生のワクチン接種歴など 11.3 8.8 18.8 1.3 55.0 5.0

学生へのアンケート調査 45.0 17.5 7.5 3.8 25.0 1.3

教職員との連絡 26.3 5.0 5.0 37.5 22.5 3.8

教職員への資料配付 22.5 13.8 7.5 8.8 46.3 1.3

教職員と資料・議事録などの共有 22.5 13.8 20.0 3.8 35.0 5.0

入試管理（広報活動含む） 16.3 12.5 25.0 6.3 26.3 13.8

カリキュラム管理 20.0 15.0 32.5 1.3 27.5 3.8

実習室の管理 3.8 6.3 15.0 1.3 65.0 8.8

機材・教具の管理 6.3 1.3 17.5 1.3 63.8 10.0

アプリ又は

ソフトウエアで

一元管理

クラウドのみで

管理

closed

システムで

管理

SNSで

やりとり

対面で

記録・管理
（従来のやり方）

その他
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IV. 三次調査（ヒアリング調査） 
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（１）調査名称  

看護師等養成所における看護教員の業務の実態及び看護師等養成所における業務負担軽減策の

状況 

（２）調査目的  

二次調査の内容の実態把握 

（３）ヒアリング調査対象校 

ヒアリング調査への協力意向を示した学校と調整等を行い、18課程を対象とした。 

（４）調査時期   

2023年 12月 1日（金）～12月 28日（木） 

（５）倫理的配慮 

構成的ヒアリングとし事前に質問項目を対象校に送付するとともに、拒否も可能とした。 
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（６）ヒアリング対象校の所在地域・設置主体・設置課程 

 医師会 

医療法

人、社

会医療

法人 

一般財

団法

人、公

益財団

法人 

一般社

団法

人、公

益社団

法人 

学校法

人 
厚生連 市町村 

社会福

祉法人 

都道府

県 

日本赤

十字社 
総計 

北海道   1         1       2 

新潟県           1         1 

福島県       1             1 

埼玉県   

1（2年

課程通

信制） 

               1 

神奈川県               1     1 

東京都   1                 1 

千葉県         1       

1（2年

課程全

日制） 
 

2 

静岡県             1       1 

奈良県     1               1 

兵庫県                   1 1 

愛媛県         1           1 

福岡県 

1（准看

護師養

成所） 

     1           2 

長崎県 

1（2年

課程定

時制） 

                 1 

熊本県 1                   1 

沖縄県         1           1 

総計 3 3 1 1 4 1 2 1 1 1 18 
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（７）ヒアリング結果 

1）ＤＸ推進への取組み 

項 目 ヒアリング抜き出し 具体的な取り組み 課  題 

DX人材・マン

パワーの不足 

（DX推進が）出来ない理由は、それを

やるだけの教員の余力がありません。

事務も（同じ）です。事務職員含めて

余力がないところが一番の大きな要因

だろうと思っています。 

  教職員の余力がなく DX

の推進が出来ないこと

が一番大きな課題。 

（病院の）システム部と相談しないと

入れられません。本校独自でシステム

部に一緒に考えていただくことはなか

なか難しい。相談した時には相談には

乗っていただけますが、そこに人材を

活用するに至らないところが、（ICTの

整備が）なかなか進まないところだと

思っています。 

  システムを入れるには

本部と相談しなければ

いけないが、人材まで

提供はしてもらえな

い。 

2年、3年かけて少しずつ構築して使い

やすくしたものを、最初からすべて導

入すると、（ICT整備ができる）人がい

ないと難しい。お金をもらったら、本

当にスムーズに導入できるのかという

のは少し不安です。 

  ICT整備が出来る人材が

いないと、お金をもら

っただけでは、DXの推

進は出来ない。 

Googleを使うのに、例えば課題の提

出、回収という部分で、Classroom等も

検討したが、無料版では厳しいかなと

思ったら、有料版になるとか。他にも

いろいろ調べたいと思っても、専門知

識がない。 

  専門知識がなく調べら

れない。 

お金があっても、どういうところに取

り入れていけばいいのか悩むところで

す。アドバイスがあればいいのでしょ

うが、自分たちで調べることが人員不

足もあって、難しいところがありま

す。 

  お金があっても、人員

不足で自分たちで調べ

ることが難しい。 

学校数が年々激減し、そこに予算化す

るところが大変厳しい現状です。 

  学校数が年々激減して

いる中で(DXを)予算化

するところが大変厳し

い。 

教職員は DXの理解が弱いので理解を図

ることや、DXのメリットを周知するこ

とが先と考えています。全員が理解し

てもらえるような取り組みが必要かと

考えてはいます。 

  教職員全員の DX理解と

導入のメリットを理解

してもらえる取組みが

必要。 

その他の情報、他にはどのようないい

ソフトがあるのか、そのようなことが

調べきれません。使えるものがあって

  情報収集の限界。 
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も、その情報をどうやって得ればいい

のか分かりません。 

どの部分がデジタル化できるのかとい

う情報の収集がなかなか難しいです。

課題を明確にすることも現段階では難

しいところです。 

  情報収集が難しく、（デ

ジタル推進の）課題を

明らかに出来ない。 

学生の人数もどんどん少なくなってい

て、システムを入れるよりも従来のや

り方でやったほうが早いです。そこが

何ともいえないところではあります。 

  学生数の減少から従来

のやり方の方が早い。 

環境的に非常勤講師の確保が難しく、

教員に実習指導に出てもらっている。

その中でやはり年間の業務量を見た時

に、もうこれ以上は（教員達に仕事

を）渡せないとなると、学内に残って

いる私が他の業務を見ながらできるも

のをやっている状況なので、ここも整

理しなければいけないです。 

  （新しい業務を取り入

れるのには）年間業務

量が多く（教員に仕事

を）渡せない。 

教員がデジタルを使いこなすところか

ら取り組まなければいけません。（コロ

ナ禍でも）使いこなせぬまま通常授業

に戻っていった過程もありますので、

いろいろなシステムをデジタル化する

ことは難しいと感じてはいます。 

  教員がデジタルを使い

こなすことが必要。 

今は私がこうで、ああで、と言ってい

ますが、私もおそらく限界です。これ

以上のことは出来そうにありません。

誰か、推進に協力していただける方を

と思っています。 

  自分ひとりでするには

限界。 

事務部長や情報管理課長とのプロジェ

クトチームのような形で進んでいたの

が、今後、異動などで、そのあたりが

課題。 

  人事異動により、プロ

ジェクトチームメンバ

ーが交代。 

自身も理解が乏しいので、教員の業務

負担や、入れた方がもっと効果的だと

分かるのですが、(DXが)優先課題では

ありません。 

  (DXは)教員の業務軽減

で効果的であるが優先

課題ではない。 

調べるに当たっては YouTubeを使うし

かないという状況です。学校ですの

で、まずは予算化をして動くことが原

則になりますので、その予算を立てる

上で、果たして DXをするスキルもない

のにというところで、予算計上という

ところもできない。 

  DXをするスキルもない

のに予算計上というと

ころもできない。 

令和 7年からは 25人に(学生数を)減ら

そうと県に申請を出したばかりです。

そのようなこともあり、さまざまな課

  直近でやらなければい

けないことをやってい

くと、DXは後回し。 
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題があります。ですので、直近でやら

なければいけないことをやっていく

と、どうしても今の DXは後回しになり

がちです。 

DX人材の育成 教材管理のシステムや部屋の予約シス

テムなど、自分たちでどんどん構築し

ていけることが分かった時に、このよ

うなこともやれるかもしれない、この

ようなことをやれないはずがないと、

試行錯誤しながら機能を作ってくれ

た。 

自分達で思考錯誤しなが

ら機能をつくることで、

DX人材を育成。 

  

中途半端に ICTを入れると対面のほう

が（よい）と言ってしまうのでしょう

が、対面が足元にも及ばない（ソフト

の）機能を知った時に、これを使えた

ら教育の幅はすごく広がるのではない

かという感動のほうが先生たちを動か

したのではないかと思う。 

対面が足元にも及ばない

（ソフトの）機能を知れ

ば、教育の幅が広がるの

ではないかという感動が

教員を動かす。 

  

DX推進への抵

抗感 

ポジションパワーをもっている人が、

絶対に嫌だって言ったので、ここのハ

ードルがすごく高かった。 

  ポジションパワーを持

っている人に同意が得

られないことでペーパ

ーレスが進まなかっ

た。 

教員の平均年齢が高く、高齢化してい

るので、おそらく導入してもぱぱっと

（進める）することができないのでは

ないか。 

  教員の高齢化により、

敏速には進まない可能

性がある。 

DXへの段階的

移行 

（ICTを）試した結果、（教員間で）負

担だけ残って何も残らないというのが

ありました。今のシステムから 1段

階、2段階上げた状況の中で判断してい

きましょうというようなルール作りは

しています。 

現状のシステムを土台と

したステップアップのル

ール作りをしている。 

  

学生・教職員へ

のガイダンス 

Googleの Classroomを導入する時に、

業者に話をしてもらっています。入学

生が入ってくるたびに説明をしてもら

っているので、教員もそこに入って覚

えています。質問もその時にさせても

らっています。 

Google Classroomの導入

時に、業者より説明を受

けた。入学生に説明をし

てもらう時に教員も参

加。 

  

学生・教職員へ

のガイダンス不

足 

（DXを推進していく上では）方法やマ

ニュアル、やり方などをまずは教員が

きちんと分かった上で、学生のハード

面を整えていくところをしないと難し

い。 

  教員が分かったうえ

で、学生のハード面を

整えていく必要。 
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学生の ICT活用

能力の差 

（ICTの）知識、技術面に効果的な活用

ができない学生の格差が課題となって

います。学習習慣がある学生に関して

は、紙で配ったものを電子化しても、

うまく紙と電子を活用しながらしっか

り学習の定着にご自身で進めていける

のですが、できない学生への個別指導

が必要だと課題には挙がっています。 

  知識、技術面に効果的

な活用ができない学生

の格差が課題 

教員はなんとかなるが、逆に（通信制

の）学生たちが思ったようにできな

い。結局電話でやりとりをしながら、

「ここを押してごらん」や「ここを開

いてみて」など非常に時間も要した。

学生自身も、学ぶ内容に行くまでに少

し時間がかかってしまって。特に（２

年課程の）通信制の学生たちは仕事を

しながら時間がない中で行うので少し

困難さは感じました。 

  教員よりも通信制の学

生達が、時間の制約も

ある中で思ったように

できず困難さを感じ

た。 

（２年課程の）通信学科の学生の平均

年齢は大体 40歳前半ぐらいで、使いこ

なせる人とこなせない人がいて、こち

らが意図した課題を送っても思ったよ

うに返ってこない。結局 ICTの活用を

しない方法で返ってくるということも

あるのが現状。 

  通信の学生は、年齢か

らも個人差が大きく、

ICTの活用ができないの

が現状。 

学生の経済的負

担への配慮 

(CKSナーシングの費用は)一年間に大体

百万程度なのですけれど、学生頭割り

で 1万円弱っていう感じになります。

それは国家試験の問題集とか、その

他、いろいろ使っているものと例年、

費用が変わらないことの確認をして、

学生に負担をしてもらっています。 

(CKSナーシングの費用は)

学生が１万円弱負担する

が国家試験問題集と変わ

らない。 

  

学生の経済的負

担への配慮 

学生たちには、3年間学校から（タブレ

ットを）貸与する形になるので、例え

ば壊れた場合などは自己負担になりま

す。なので、カバーはご自身で準備し

てくださいという理解を促していま

す。ペンシルは文房具ではありません

が、学習にどうしても必要な教材、備

品になります。これは鉛筆などを買う

ような感覚でご自身にて準備してくだ

さいということで、Amazonの安いもの

などを説明会で案内しています。個人

負担です。 

  ICT関連機器購入のため

の学生負担が大きい。 

学生の経済的負

担への配慮・情

ハード面のパソコンや eテキストを導

入するに当たって初期費用がかかるの

でその対応や、著作権の法律関係を整

  初期費用や著作権を整

えることが課題。 
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報リテラシーの

不足 

えていかなければいけないところが課

題。 

学校の経済的負

担の軽減 

学校法人ですと Office365のアカデミ

ック版が無料で利用できましたので、

Office365を導入しました。 

学校法人のため Office365

のアカデミック版が無料

で利用できた。 

  

業者と学校のニ

ーズの不一致 

自分たちで作っているソフトより、業

者が作ったソフトは、当校に要らない

機能が山のようにあり、本当に欲しい

機能を作るためにお金を払ったりして

いる。ソフトを入れて 1年半たつが、

イニシアチブを（学校側）が持ってな

いので、スムーズではない。 

  業者が作った成績管理

ソフトは、学校側がイ

ニシアチブを持ってい

ないので、使い勝手が

悪い。 

教職員間の協力

体制 

（DX化を進めていくにあたっては）ま

ずやってみよう、皆でそれを見てみよ

うという形です。もちろんいろいろな

レベルの教員がいますが、割と新しい

ことに取り組んでいこう、私に教えて

という雰囲気はできている。事務長が

前向きに取り掛かってくれているの

で、事務の力は確かに大きい。 

DX化を進めていくにあた

っては、教員で知恵を出

しながら取り組んできた

し、事務の力も大きい。 

  

ペーパーレスは、教員の合意のもとに

進めているものなので、いっぺんにペ

ーパーレスにしますよって、切り替え

るのではなくて。ペーパーレスを目指

しましょうって言いながら徐々に進ん

でいるような状況です。 

ペーパーレスは、教員の

合意のもと徐々に進めて

いる。 

  

教員の満足度調査で教員の実務に関す

る満足度が低い。特に教務事務との重

複業務はシステムを導入することによ

って単純化、標準化する。 

教務事務との重複業務は

システムを導入すること

によって単純化、標準化

した。 

  

例えば Google Drive等も准看護科が導

入して、そこから看護科のほうもいか

がですかという形の、連携は今現在も

あります。Zoomも、お互いに困った時

には相談に行くとか、授業の中で看護

情報の授業で、その先生に依頼して、

今回も資料配布に関しては何を使った

らいいだろうかという際には情報の先

生に来ていただいて、教員全体で講習

を受けてというところで、そこは看護

科と共有でしている部分ではありま

す。 

お互いに困った時には他

学科に相談に行く。 

  

教職員間の能力

差 

（DX）は教員全員が活用したい。活用

している教員が８割で、かなり疎い教

員が２割います。取り組みをもう少し

やっていかないと同じ足並みでそろわ

ないところがあります。 

  教員の足並みが揃わな

い。 
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（DXを推進する中で）うちの学校で最

もハードルが高かったのは、（教員が）

やはり二の足を踏むというか。教員の

中には、学生の前で失敗できないと。 

  最もハードルが高かっ

たのは、教員達の苦手

意識。 

(教員の)年齢も重ねておりますので、

ひとつのことをするのに時間がかかる

ので、できるところは限られているの

かなと。 

  (教員の)年齢が高いの

で DXを理解するのに時

間がかかる。 

DXができる人と全くできない人がいま

す。年齢によっても違うのかと思いま

す。50代、60代の人は（DXを推進して

いくのが）難しいです。 

  DXの出来具合は、教員

の年齢にも関係。 

教員の ICTとの親和性の違いによって

セキュリティーに関する危機感にも違

いがある 

  教員の ICT能力による

セキュリティー管理の

危機感の違い。 

職員の中で、得意な人・少し興味のあ

る人が中心になって推進をしていると

いう状況。職員の年齢の幅もあり、年

齢の高い人でも興味のある人はできる

のですが、どうしても苦手意識が生じ

てしまう方はなかなかうまく進まない

というところは非常に課題。 

  教職員の中で、得意な

人や興味のある人が中

心に推進。苦手意識が

ある人はうまく進まな

い。 

経費抑制 (Google classroomは)教育機関だとい

う証明できるアカウントの取得と、維

持のランニングコストに少々お金がか

かっているような状況です。 

  (Google classroomは)

アカウントの取得と、

ランニングコストにお

金がかかる。 

経費抑制のため

の交渉 

アメリカの本社に直接交渉した。日本

で初めて、社会福祉法人でマイクロソ

フトをゼロ円で導入することを許可し

ていただいた。 

（マイクロソフトを導入

時は）アメリカの本社に

直接交渉し、無料でソフ

トを導入。 

  

研修機会の不足 （DXを推進していくにあたり教員の理

解度、教員間でのレベル差を埋めるた

めに）学習会をしたいと思っています

がなかなかできていません。 

  教員間での差を埋める

ために学習会をしたい

ができていない。 

(研修等を)活用していこうかという次

の段階にいけていないのも本校の弱い

ところですので、周知に向けて、理解

に向けて研修会など、学内で何かしら

の仕組み、仕掛けを作らないと難しい

かなと感じています。 

  DX理解に向けて研修会

など、学内での仕組み

作り。 

タブレット端末を用いた教育方法をこ

れから自らの教育スキルとしてスキル

アップしていくために教員自体も学習

をしていかなければいけないところで

あり、そこは継続してやっていく必要

があります。 

  教育スキルアップのた

めの教員自身の継続学

習の必要性。 
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教務事務が研修に行って、いろいろと

対応はしてくれていますが、やはり研

修も部分的なところで、教務事務もそ

こでスキルとノウハウをもう少し学び

たいと。 

  教務事務のニーズに合

った適切な研修の希

望。 

効果的な研修会 元々アプリケーションやパソコンに強

い教員と、全く縁のなかった教員との

スピード感が出ます。勉強会をさくさ

くと進めてしまい、付いてこない人が

置き去りになってしまうような勉強会

の様子をちらっと見た時に、ヒエラル

キーができてはまずい、勉強会の研修

のイニシアチブはもう管理者が取るこ

とになった。 

ついて来られない人が置

き去りにならないような

勉強会の運営。 

  

事務職員の SEを中心に、Google 

Classroomを導入する時に、基本的なや

り方など全職員を対象に何回か勉強会

をしています。 

事務職員の SEを中心に何

度か勉強会を実施。 

  

情報の不足 差し迫って困っていないというところ

が現状としてあります。専門知識が私

たちにはありませんので、これを活用

することによってどうメリットがある

のかというところが一番ですね。 

  専門知識がないので、

DXを活用することによ

って、本校にどのよう

なメリットがあるのか

一番知りたい。 

情報リテラシー

の不足 

（DXを推進すると）教員も時間外に連

絡が来てもそれに反応してしまう状況

があるので、時間のルールの設定が課

題 

  連絡機能のルール策定

が課題。 

DX化が進んでいろいろ取り入れていく

ことで、オフィスアワーやルールなど

は結局、本当はどうなのでしょうか。

教員が 24時間拘束されているような状

況になってしまいます。 

  ICT活用ルールの妥当性

の担保。 

一番が情報漏洩のことで、DX化を私自

身は少し躊躇してしまう。 

  DXを使用することは個

人情報の漏洩が心配で

躊躇する。 

非常勤講師にもアカウントを伝えると

なった時に、アカウントを（授業）以

外に使っていただかないようにお願い

するなど、そのあたりが、他のことに

使われることがあるのかないのかが心

配。 

  管理が心配で非常勤講

師にアカウントが渡せ

ない 

推進のための小

集団活動 

（CKSナーシング導入の経緯は）ICT委

員会で実施方法を作り、それを個別教

員が作成してもらったマニュアルを見

ながら行う。 

CKSナーシングの導入は、

ICT委員会で実施方法を作

成し、全員で共有理解。 
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（実施）する時に専用の委員会を立ち

上げ、その人達が中心となってやり方

や方法など、作った（マニュアル的

な）ものを全教員に一斉に送って、そ

れを基に先生方はドライブに上げるこ

となどが可能になりました。 

専用の委員会の方が中心

になって、使用方法を伝

授し、全教員が活用可

能。 

  

システムの方が関連病院にいるのです

が、学校までは面倒が見切れないと言

われ、当校の事務と教務で協力し、チ

ーム内でマニュアルを作りました。 

学校教職員で、チーム内

のマニュアルを作成。 

  

本部に事業支援金があり、基本的には

支援金が少し出る。それでもソフトは

高かったので、情報管理課の人と事務

部長とプロジェクトを組み（ソフトの

導入に至った） 

費用は本部からの支援金

を活用し、高いソフトに

ついては、プロジェクト

チームを作りソフトを導

入。 

  

コアメンバーで課題を解決して、また

下ろしていくスタイルです。もう少し

軌道に乗るまで時間がかかるところ。 

ICT導入推進のために効果

的だったコアメンバー設

定。 

  

来年度からの 1年間というか 3年間の

見通しを立てていけるように、小グル

ープのアクションプランチームで動い

ている。 

教員を小グループに分

け、来年度から 3年間の

アクションプランを立て

る。 

  

積極的な情報収

集 

教育フェアや ITフェアなどに 2年に 1

回や 3年に 1回などでもいいので足を

運んでみて、情報キャッチをしてい

る。それで、教員の食い付きがよけれ

ば業者を呼んでデモをしてというよう

な形はやはり今後も必要。 

情報を積極的に入手し、

教員に提案後に合意が得

られれば業者デモ実施。 

  

設置主体の方針 クラウドを使っていない理由で、教員

の業務を外に持ち出すことを禁止して

います。USBの持ち出しや、クラウド上

で保存して家で授業の準備をすること

を禁止しています。 

  教員の業務を外に持ち

出すことを禁止してい

るためクラウドは使用

していない。 

個人情報の問題、財政の問題があるの

で、県の学校全体が DX化進んでいない

ようです。 

  県の学校全体の DXが進

んでいない。 

正しい意味でのクラウドの使用はして

いません。学校独自でいろいろなとこ

ろのクラウドがありますが、そこの使

用についてはまだ進んでいません。 

  設置主体の情報管理や

規定をみながら進めな

ければならないので、

まだクラウドの使用は

していない。 

設置母体内での

情報共有・他校

との情報交換 

同じ母体グループと情報の共有をさせ

てもらったり、他校で導入しているも

のを参考に見せていただいたりしなが

ら推進してきました。 

同じ設置母体と情報共有

し、他校からの情報を得

て推進。 
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組織運営 やっぱり教務主任以下では責任が取れ

ないので、責任が取れる権限、委譲さ

れている人が決断するところが一番推

進力になる。 

(DXの推進は)責任が取れ

る権限、委譲されている

人が決断するところが一

番に推進力になる。 

  

私を含めて、教務主任もそうですが、

管理職で考えて、(DXを)このようにや

っていきますよと方針を出していかな

ければ動かないのが現状だと思いま

す。 

  管理職で DX推進の方針

を出していかなければ

動かない。 

対面（現状）の

優位性 

(リモート講義を)県内の大学の先生の

一部にもお願いはしていますが、限界

もあります。県外まで視野を広げて看

護系の授業などもお願いしていったほ

うがいいという話も管理者ではしては

いますが、学習効果を考えるとやはり

対面がいいです。なかなか実現に至っ

ていません。 

  (リモート講義は)学習

効果を考えると対面の

方がいいので実現しな

い。 

(今もアドバイスをもらった学校とつな

がりは)継続してないです。今のところ

対面にもなりましたので、なかなか必

要性を感じていないのが本心ではあり

ます。 

  (今もアドバイスをもら

った学校とつながりは)

必要性を感じなく、継

続してない。 

他施設との情報

交換 

すごく困った時に、どのようにすれば

いいのかという情報が収集できなかっ

た。都道府県や日本看護学校協議会の

横のつながりで、仲良くさせていただ

いた先生方からいろいろな情報をもら

うことがかなりあった。 

教員間の横のつながりで

情報を収集。 

  

ICTを推進している小学校の教員からも

情報をもらって、その小学校で推進し

ている Googleのやり方が書いてある本

を購入して勉強した。 

ICTを推進している小学校

教員から情報をもらい、

書籍を購入し勉強。 

  

コロナになって YouTubeとか Zoomで授

業をするようになったのですが、近郊

の学校からいろいろアドバイスをいた

だいて、そこで研修を開いていただい

て、少し学習して取り組みました。 

コロナになって、近郊の

学校から(リモート授業

の)アドバイスや研修を開

いてもらうと少し学習が

できた。 

  

他校にも問い合わせなどをして、数校

に教えてもらった。公立の看護学校で

は、一律にセキュリティーのことを言

われます。いかに安全に活用できるか

を説明できないと、より獲得できない

のですが、説明する資料を作成するこ

とがかなり難しい。無償いうところ、

公立の小中の学校は Googleを使ってい

るので、便乗させてもらった。 

公立はセキュリティーが

厳しく、安全性を説明す

る資料を作成することも

難しい。そのため無償で

あり、公立の学校で使っ

ている Googleに便乗。 
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通信環境の整備 Google Driveは最初無料でしたが、教

員全員が活用するとなれば少しギガ数

を上げて、有料のものに変えました。

今は使う頻度が少なくなったので、ま

た無料のものに戻していると思いま

す。 

Google Driveの活用頻度

が増えた時は、ギガ数の

多い有料を購入。 

  

学内に Wi-Fiの整備はしてはいます。

iPadに LTE、2ギガの通信量を含めた

iPadを 3年間、36カ月払いで契約して

いる状況です。やはり ICT教育導入に

当たって、フィルタリングや、ダウン

ロードや削除できるもので、個人では

なく学校側が管理できる MDMというア

プリも入れられることが Docomoのやっ

ている契約内容です。 

個人ではなく学校側が管

理できる MDMというアプ

リを導入し、Docomoと契

約した。 

  

通信環境の整備

不足 

3教室あるのですが、（Wi-Fiも教室）

にしか入っていません。コロナ禍で交

渉して実習室も入れたかったのです

が、実習室も飛んでいません。私たち

の教務室も有線でつながっている状態

です。 

  Wi-Fiは教室にしか設置

されておらず、教務室

は有線。 

Wi-Fi環境も最低限の教室数や実習室に

付けていますが、予算面の都合から最

低限となっています。本来であれば学

校のどこへ行っても Wi-Fi環境が安定

している環境になれればと思っていま

す。 

  予算面で学内での Wi-Fi

環境整備が最低限しか

できていないので、安

定した環境にしたい。 

デバイス管理 （学生への iPadを）貸与という形にし

ておけば、「壊れました」、「修理に出し

たいです」と来てもすぐに代わりのも

のを渡せる。学生たち（の学習）を守

るために学校としては貸与という形に

して、そして何かあった時にすぐ代わ

りのものを総務課で渡せるように予備

のものは持っている。 

壊れた時にも、学生の学

習が継続できるように、

iPadは貸与という形。 

  

学校からの iPadの貸与に疑問があり、

今は自分（学生私物）を使っている。 

学生使用デバイスは（学

校貸与ではなく）、私物。 

  

来年入ってくる学生に関しては、もう

流通量が回復していましたので、第 9

世代の iPadでもいいし、第 10世代の

iPadでもいいし、iPad Airでも構わな

いし。ただ、デジタルテキストを入れ

る容量の 256ギガバイト以上、きちん

とそれをそろえてねというような自由

な形にしました。 

学生の購入デバイスを指

定している。 

  

予算不足 予算が少ないからなかなか難しい問題

もある。 

  予算が少ない。 
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利便性の高いソ

フト・アプリの

活用 

（CKSナーシングで）模擬カルテの患者

情報からの看護展開です。電子カルテ

の模擬患者カルテからの情報はソフト

でできる 

ソフト CKSナーシングを

利用することで、電子カ

ルテで模擬患者カルテの

情報が取れる。 

  

（認知症の患者さんは）普通の道を歩

くだけでも患者さんはなかなか足の一

歩が出ません。患者さんから見たらそ

こはすごく高い場所を歩いているよう

に見えるなど、認知症患者さんが実際

どのように見えるのかというところ

で、患者さんの体験への理解を深める

ために用いています。 

患者への体験の理解を深

める為に VRを使用。 

  

CKSナーシングは、小テスト（として）

国家試験の過去問題を各授業の中で少

しずつ入れていき、分からない時には

解説イラストで自己学習するというこ

とで、分かりやすく確認できると学生

は言っている。 

講師にも協力してもらい

ながら、授業の中で国家

試験の解説イラストのあ

るソフト CKSナーシング

を活用。 

  

Google Classroomとマイクロソフト

Teamsに絞ったのは、共同編集機能、そ

れからオンラインストレージの利用

等、マイクロソフトの利用度が高いと

判断した。これからのことを考えると

マイクロソフトとの親和性のほうが高

いと判断し、Microsoft Teamsの利用を

開始した。 

利便性と将来性を考え

Google Classroomとマイ

クロソフト Teamsに絞っ

た。 

  

Google Classroomは授業や学生との運

営の土台になっている。課題とかテス

トとか、そういったものに関しての土

台として使って非常に業務改善ができ

た実感があります。 

Google Classroomは、教

育活動と（学校）運営の

土台になっていて業務改

善ができた実感がある。 

  

info Clipperは、業者とのやりとり

も、どのような内容を契約するか等、

事務がほぼメインでやってくれていま

す。Moodleは、大学のサポートを得な

がら入れた状況です。Moodleは教員が

中身の構築などに関わっています。 

info Clipperは、事務が

ほぼメインで導入。

Moodleは、大学のサポー

トを得ながら導入し、教

員が中身の構築などに関

与。 

  

今年がもうスタートした年なので、教

員たちも試行錯誤しながら現在は、先

ほども言いましたが、Office365の中の

Teamsを用いながらの課題配信や、それ

から授業資料の配布はタイムリーにで

きている印象ではあります。 

Office365の中の Teamsを

用いながらの課題配信

や、授業資料の配布をし

ている。 

  

メディカ出版が出されている CandY 

Linkについては Teamsとの連動、連結

がかなうと明らかになりましたので、

次年度からは Teamsから CandY Linkを

メディカ出版 CandY Link

（eラーニング）は Teams

との連動可能のため導入

検討。 
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動かしていくことを今、皆で検討して

いるところです。 

学生が今日一日何時間、欠課になりま

したというものがいろいろなところに

反映すると、いちいち出席管理を、こ

こを見て、あそこを見てといろいろな

ところで確認しなくても一元化でき

る。 

学生や講師の管理が一元

管理出来る独自のソフト

は業務改善に繋がる。 

  

教職員の情報共有という意味で、サイ

ボウズや NASというネットワーク対応

の HDDは、コロナの前から使ってい

た。さくら連絡網という学生に一斉に

連絡を送れるアプリも併用して使って

います。 

コロナ以前から、教職員

の情報共有のために、サ

イボウズや NASを使用。

学生には、さくら連絡網

を併用。 

  

看護教育の特殊性（情報管理等）につ

いて電子カルテの入り口を Medi-EYEの

中でどのようにやっていくかはまだま

だやれていません。他の例えばアプリ

ケーション、教育のアプリケーション

や他のウェブ、入り口であっても、そ

のようなアプリとの親和性の検討が必

要 

  看護教育の特殊性（情

報管理等）のため使用

するソフトの検討 

 

２）具体的なソフトの活用について 

項目 ヒアリング抜き出し 活用している 活用してない 

１．学生への個

別連絡 

マイクロソフト Teamsにチャット機

能があります。本学院には複数学科

がありますので、全学科周知の奨学

金や伝達事項などをチャットで流

す。 

全学科周知の奨学金や伝達事

項などをチャットで連絡。 

  

コロナ禍の時に、学生との連絡ツー

ルという形で LINE WORKSを導入し

ました。学生、クラス全体に、全学

年全体にという形で一斉に送信がで

きます。また、普段の LINEと同じ

ような形状で使えますので、活用も

すんなりとできました。 

コロナ禍の時に LINE WORKS

を導入全学年全体にという形

で一斉に送信ができ、LINEと

同じように使える。 

  

Google Classroomでは掲示板で一斉

にクラスごとにお知らせや、授業の

課題などを提出、学生に配布し回収

ができます。あとは、ICTでの課題

の提出や掲示板以外にもメールがで

きます。 

Google classroomで、クラス

ごとのお知らせや授業の課題

提出・回収、メールを活用。 

  

学生はメールをあまり見ません。ス

マホにアプリが入って、そこに通知

が来る例えば LINEなどのような仕

掛けがないと難しいのですが、そこ

Googleの Gmailを活用。   
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が Googleだと Gmailのほうに入っ

てくるので、C-Learningよりは少し

高まった 

（学生への）個別の連絡に関しまし

ても、電話をかけても繋がらない場

合には、緊急の要件がある場合には

LINEで、折り返し連絡をするように

という状況です。 

  (学生への個別連絡は)

基本的には電話。個別

に、電話をかけても繋

がらない場合には

LINEを活用。 

学生が実習中に欠席したといったこ

とを早く知らせなければいけない時

には、やはり電話連絡になっていま

す。 

 
実習での欠席などは電

話連絡 

本当に（連絡を）見てくれているの

か、連絡の内容によってはやはり

（学生との）直接対面や、電話で声

を聞きながらの対応も必要。 

  学生への連絡の内容に

よって、対面や電話。 

２．学生への資

料配付 

学生に対する資料の印刷はほぼして

いません。全て（Office365）Teams

内に投稿し、学生たちがそれで学習

するので印刷もないし、学生に配っ

た資料も全教員で共有できます。 

学生への資料は Teams内に投

稿。 

  

（課題資料など）は。学生には PDF

の形で送っていますので、紙媒体は

基本的にはない。シラバスなども

Google Classroomで、各科目の授業

フォルダ、授業全体というフォルダ

を作り、そこに入れています。全体

のシラバスは別にあり、また科目別

で、そこを開けばその科目について

のシラバスはそこで双方向が確認で

きるようにしています。 

Google Classroomで資料配

布・シラバス確認   

  

Google Classroomでドライブが共有

できるので、そこにデータを入れ事

前学習でこの動画を見ておくように

という形にして（学生に）見ておい

てもらい、全体に配布したいファイ

ルを入れている。授業で発表資料も

電子で共有フォルダに載せ、事前に

見ておいてもらうことなどもしてい

る。 

Google classroomの Drive

で、配布資料や発表資料の共

有。 

  

Google Driveで、教員が自分で作成

した技術の動画を学生たちに配信し

て、それを見てもらって演習に臨ま

せます。学生たちには当校から支給

しているメールでひも付けしたタブ

レットを持っていますので、そこに

Google Driveで、技術の動画

を学生たちに配信し、それを

見た後演習を実施。 
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送って、学生たちはそれを見ながら

演習に入る状況。 

(学生への資料配布について)資料は

PDFにして配信するという形をとっ

ています。紙代の節約になっている

かということで、この間事務と検討

したところ、今のところ効果が少な

いことが判明しましたので、さらに

何か講じなければいけないかなと思

っています。 

学生への資料を PDFで配信。   

3年課程の学生など 18歳から来る子

は、配信のほうがいいと言うのです

が、2年課程の学生は社会人で来て

いますので、社会人の学生は紙で欲

しいという子が結構多いです。 

3年課程の学生は配信し、2

年課程の学生には紙を配付。 

  

Gmailを学生全体に、最初の授業の

時にメールの取得を学生にさせてと

いう状況で、一括でメール配信をす

るという形を今現在行っておりま

す。PDFにして学生のほうに送れば

大丈夫です。 

Gmailで PDFを学生に送信   

Classroomを使い、講義の資料など

は全て学生に、紙ベースではなくデ

ータベースでの送付。 

Classroomを使いデータとし

て送付。 

  

教科書を iPadでやっていますの

で、その関係でやはり配信のほうが

保存できるという意見もある。 

データでの資料配信は保存で

きるメリットがある。 

  

Google Workspaceというものに入れ

ば、Classroomや Gmail、YouTube全

てが使える環境になります。その中

の Classroomというのは、学生に対

する連絡や、教員が学生に対して資

料の送付やアンケートなど、そのよ

うなものが全てその中で完結するア

プリとしては優秀。 

資料の配布・アンケートは、

費用が安く機能が豊富な学習

管理アプリ Google 

Classroomを使用。 

  

（学生への資料配付については、）

iPadに教科書（が入っている）の

で、またソフトも iPadなので、資

料を同時に見られないことが問題で

す。eテキストを開けて、またパワ

ーポイントに戻ってくるとソフトを

開けないといけません。学生自身の

能力にも差があり、2つのことを同

時に交互にやることに非常に時間が

かかる人もいます。それよりは eテ

キストを開けておいてもらい、紙ベ

ースのパワーポイント資料を見なが

  学生の資料配付は、

iPad内での画面の切

り替えが必要なため、

紙資料を配付。 
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らのほうがいいのかとも思い、全て

はできていません。 

学生への資料配布は、情報リテラシ

ーということで先生方によっては休

んだ学生にオンラインで配信すると

いう時に、録画することを危惧され

る先生方もいる。著作権の問題や

SNSに上がるなど、そのようなとこ

ろも含めて、ここはそれができる状

況の学生であれば可能なのだろう。 

  学生への資料配付は、

情報リテラシーもあり

進んでいない。 

（授業資料の）9割ほどはまだ紙で

配布しています。（電子）テキスト

と手元にある資料で、iPadでは見ら

れるけれどもそうしたらテキストが

見られないなどあるので、どのよう

な形がいいのかまだ模索を始めたと

ころです。学生たちの感触を見てい

ると、まだそれほど電子化に慣れて

おらず、授業のものは手元に置いて

紙に書きためたいという子たちが多

いので、しばらくは紙かなと思いな

がら、バランスをどうしていこうか

と模索しています。 

  授業資料の９割は紙で

配布。iPadで資料を

見るとテキストは見ら

れないなどの課題があ

る。紙に書きたい学生

も多いので、しばらく

は紙を配布予定。 

学生への資料配布は PDFで配布する

ことも可能であるが、授業中に紙と

して手元にあったほうが学習の効果

が高い、講師によっては紙で配りた

いということは当然ありますので、

全面的にそうはなっていない。 

  紙として手元にあった

ほうが学習の効果が高

い、講師によっては紙

での配付希望もあり、

全面的にはなっていな

い。 

資料配布は、基本はやはり対面で渡

したほうがいいのではないか、ネッ

ト上に載せることは難しいのではな

いかと考えている教員がかなり多い

状況です。そこは使い勝手が悪い。 

  資料配布は、ネット上

に載せることは難しい

と考えている教員がか

なり多い。 

３．学生との課

題のやりとり 

学内実習は、学生に Medi-EYEの ID

を発行していた時もある。コロナの

一番ひどい時は、家で学内実習の事

例の看護計画を立て、このような形

で看護計画を提示してもらい、グル

ープでカンファレンスをする。ま

た、教員が個別で指導を行う時に

は、その人だけに IDを送って指導

していた。 

Medi-EYEで自宅からグループ

カンファレンス・個別指導を

実施。 
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グループをチャンネルという形で

（学生をいくつかのグループに）分

けて、その中でグループが一つの課

題についてチャットでやりとりして

資料を作成し、最後にマイクロソフ

ト Teamsの中にパワーポイントで作

ったものを入れて、発表の時に画面

を映し、家へ帰ってもパワーポイン

トを確認できる。 

ソフト内グループでチャット

での資料作成後、マイクロソ

フト Teamsで課題共有。 

  

（2つの）授業では、Microsoft 

Teamsを使って先生が課題の提示を

し、学生は自宅でも課題を作成し、

そこで期限を決めて提出する形を取

っている。 

Teamsで課題の提示し、学生

は自宅でも課題を作成し、期

限を決めて提出。 

  

学生との課題のやりとりは Moodle

中で提出します。写真やイラストな

ど、そうしたことも含めて提出が可

能になったので、非常に便利になっ

たと思っています。学生は Moodle

に出すほうが楽と、出しやすいと言

っています。外部の講師に課題を送

ることが、紙で印刷して郵送という

ことがなくなりましたので、それも

非常に便利になった。 

学生との課題のやりとりは

Moodleの中で実施。学生から

も出しやすいと好評。外部講

師にも郵送がなくなり便利に

なった。 

  

(学生との課題のやりとりは Google 

Classroom)でやっている教員は特に

困難なことはないようです。ただ、

学生のほうが、やり方が分からない

と漏れる人がいて、問い合わせがあ

ったりします。 

(学生との課題のやりとりは

Google Classroom)教員は困

難でないが、学生からやり方

について問い合わせがある。 

  

外部講師が積極的に使うというのは

本当に数人ですが、講師と（教員）

のやりとりや、学生と講師のやり取

りに Google Classroomを使ってい

るような状況です。 

数人であるが、教員や学生と

講師のやり取りに Google 

Classroomを使用。 

  

レポート課題が一番やりやすいかな

と思います。管理できるツールがあ

ればいいのですが、今のところはそ

のようなツールがないので、そこの

構築ができなければ難しいと思いま

す。 

  （学生との課題のやり

とりを）管理できるツ

ールがない 

パソコン上でメールを送り、チャッ

トに貼って送って（という課題を出

す教員もいますが）、普段ソフトを

使用していない教員のほうが多いの

で難しい。 

  ソフトを使用していな

い教員が多いので難し

い。 
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コロナ禍の時は、課題もレポートの

提出も（ソフト内）で全てしていま

したが、デジタルで見るよりは紙の

ほうがいい、従来のやり方のほうが

やりやすいという講師もいる。 

  講師希望により、課題

やレポートの提出は従

来の方法。 

授業は全て、紙の資料を使っていま

す。欠席や、特にコロナ禍の時のオ

ンラインでは LINE WORKSを使いな

がら資料を送っていましたが、現段

階においてはもう全て資料は紙で配

布している。 

  現段階は、全て資料は

紙。 

(学生からの)質問については

Classroomの中ではやりとりしてい

ません。配信して、答えを戻しなさ

いという形で、その都度質問に答え

るということはしていません。 

 
(学生からの)質問につ

いては Classroomの中

ではやりとりしていな

い。 

正直必要性という部分が大きいかと

思います。学生数が少ないこともあ

りますし、課題のやりとり等をして

いる先生方は多分紙のほうが便利と

思っていらっしゃる。私は（看護）

技術系の講義を担当しているのです

が、ノートにまとめるというのも絵

を描き、その工夫も講義の一環だと

思っていますので、それをデジタル

化というのはちょっと違うのかな

と。 

  必要性がなく、紙の方

が便利。 

紙のほうが手軽で。学生も記録は全

て、ほとんどがもう手書きという状

況になっています。 

  紙のほうが手軽なので

全て手書き。 

学生に課題を提出させるという場面

を想像した時に、デジタル化した場

合、教員がコメントを書くのも当然

デジタル上になるという状況も考え

られますので、手を出すところまで

いかない。私も含めてですが、紙が

いいという教員もまだまだいる。実

際のところどこまでという部分で戸

惑っているといいます。 

  教員が＜学生の課題へ

のコメントをデジタル

で記載する＞ところま

でいかず、戸惑ってい

る。 

４．学生の終講

試験の実施 

正式なテストじゃなくて小テストと

か、課題の提出とレポートとかこう

いうふうに使っているような状況で

す。 

Google Classroomでは小テス

トや課題の提出、レポートに

使用。 

  

（終講試験や実習記録管理は）日東

システムというところの info 

Clipper。 

終講試験・実習記録管理は

info Clipperで管理。 
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Google Classroomのクラウド型の教

育ですので、小テストや履修前の課

題や、実習前の課題だとかを設定し

て、オンラインで試験を受ける、自

分の都合のいい時間で試験を受ける

っていうふうにしています。 

Google Classroomで、小テス

トや履修前の課題、実習前の

課題、自分の都合のいい時間

で試験を受ける等で使用。 

  

（終講試験は）従来のやり方の 9月

と 3月に、前期・後期でやっていま

す。非常勤講師もいらっしゃるので

それほどうまくいくか分かりません

が、毎回の確認テストで再終講テス

トがなくなるようにできればいいな

とは思っています。おそらく今のと

ころは従来のやり方がしばらく続く

のではないか。 

  終講試験は、従来のや

り方。 

終講試験の実施は、カンニングなど

もあり、やはり紙ベースのほうがや

りやすい。 

  終講試験は、カンニン

グなどもあり紙ベース

で実施している。 

終講時の試験は、ペーパーであれば

カンニングの問題などは考えておか

ないといけないと思っているので、

ここはできない。 

  終講時の試験は、カン

ニングの問題もあり

DX化はできない。 

終講試験は、コロナ禍では一回、オ

ンラインで試験を考えたが、公平性

や時間管理など、そうしたことがな

かなかやはり難しく、出題方法が限

られるということで、今は紙で、集

合形式に戻しています。ただ、マー

クシートの採点などは当然やっては

います。方法としては対面で、集合

形式という試験に今は戻っている。 

  終講試験は、対面で集

合形式という試験に戻

った。 

単位認定（試験）といったところ

は、自宅からオンラインで受けるに

は、何かを見ていても見えないし、

Zoomでカメラをつないでいても本当

の意味での単位認定試験にならない

のではないかということで、コロナ

の時でも登校してその時は試験をす

るという形を取った。 

  単位認定試験は、コロ

ナの時でも登校して実

施。 

(試験に関しては)講師の先生方に採

点を依頼しないといけないし、紙か

ら変更する予定は元々ないと思いま

す。 

  紙から変更する予定は

ない。 

試験をデジタルでするのに、セキュ

リティーが一番心配なところです。

先生方がほとんど紙で出してこられ

  セキュリティーが一番

心配で、紙の方が手っ

取り早い。 
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るので、それをこちらでデータをも

らってというのも少しどうなのかな

というのもあって、手っ取り早いと

いうのが一番の理由かなというとこ

ろはあります。 

知識としての評価はできるけれど、

やりようだと思うのですけど、今ま

でやってきたことの違いがあまりに

もあるので、抵抗感があるって言っ

たところです。 

  （デジタルにするに

は）抵抗感がある。 

電子での試験があるかという情報、

知識の面でも私たちは不足していま

すし、やはり不正がないかなど、そ

のようなところで慎重になる。 

  不正防止への不安があ

り慎重になる。 

５．学生の実習

記録 

実習病院が近く、大抵は（学生は）

学校に来るのでやりとりはしやすい

のですが、地域在宅の実習ですと、

学生が遠くに行く形になります。教

員が毎回そこに向かうのは難しいの

で、日々の記録を Google for 

Educationから送って返してもら

い、コメントして返したりしていま

す。 

学生が遠くに行く地域在宅の

実習は、日々の記録を Google 

for Educationから送って返

してもらい、コメントして返

したりしている。 

  

（学生の実習記録に関して、病院

に）iPadの持ち込みはもうハードル

はなくて、全て許可をもらってい

る。リスク管理を業者と（一緒に）

しているが、通信機は電子カルテと

バッティングすると信じている方が

病院の中にはたくさんいて、ハード

ルが高い。デジタル式のもので本当

に学生の力がつくのだろうかと言わ

れる事実もある。 

  学生の実習記録は、通

信機は電子カルテとバ

ッティングすると信じ

られており病院のハー

ドルが高い。 

実習記録も、学内実習ができなくて

自宅でする時は全て（ソフトを使用

して）いたが、やはり時間がかかる

学生がいる。実習（記録は）家に帰

って書くので、それを朝に送っても

らったとして、教員も一緒に実習場

にいるとインターネットがつながっ

ていないと中身が見られないことも

ある。やはり従来の紙でやっていま

す。 

  実習記録は、インター

ネットにつながってい

ないと実習中に見られ

ないので、従来の紙を

使用。 

（実習記録は）学校の情報処理室で

入力し、印刷して提出するというこ

とはできますが、それを USB等で保

存しないという運用をしています。

  実習記録は、学校で入

力し印刷はできるが保

存はしないという運

用。 
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それがリテラシーも含めてソフトの

中でできないかと、改善できればい

いと思っています。手書きになると

すごく短くなってあまり書けていな

いということもある。 

実習記録は情報リテラシー。個人情

報が確実に守られるかといったとこ

ろに課題がある。 

  実習記録は、個人情報

がどう守られるかに課

題。 

（実習記録は、）今まで学生もパソ

コンで打って、USB管理で、プリン

トアウトして出していました。それ

が、個人情報に関することについて

漏えいがあったらいけないので手書

きで書きなさいという方向が出てき

ました。学生も今まで打てていたの

になぜと。患者さんの個人情報に当

たる部分については手書きでという

ことがあります。 

  実習記録は、個人情報

にあたる部分について

は、手書きで実施。 

実習記録も、やはり患者さんのこと

が書かれたりしますので、なかなか

オンラインにはできていない状況

で、紙に書かせています。 

  実習記録は、患者さん

のことが書かれたりし

ているので紙に記載。 

実習記録も、個人情報があり、個人

情報はネット上に載せないと学生た

ちには指示しているので、ネット上

でのやりとりはあまりない。実習記

録は紙媒体の他に、CDに入れて学生

1人ずつに配っています。必要な学

生は USBに入れて使いなさいと指示

していますので、実際に SNSやメー

ルを通しての実習記録のやりとりは

していない。 

  実習記録は、紙媒体の

他に CDに入れて学生

に配付。SNSやメール

を通してのやり取りは

していない。 

(実習記録は)ノート 1冊なので、記

録用紙は配っていません。 

  (実習記録は)ノート 1

冊で手書き。 

(理由は)10年ぐらい前から記録用紙

を廃止し、自由に学生が大学ノート

に患者さんのアセスメント、日々の

計画、実施、結果、リフレクション

等を記載してもらっています。 

  10年前から実習記録

をノートに記載してい

る。 

実習に関しては、DXは考えていませ

ん、個人情報の保護。うちはパソコ

ン打ちも駄目です。実習記録以外

の、例えば最終カンファレンスで述

べる内容もパソコン打ちはさせてい

ません。 

  個人情報保護のため

に、DXは考えていな

い。 
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実習場からは、（web）教科書を見る

のはナースステーション内だけと

か、カメラ機能が使えないようにし

て持ち込ませています。その辺も実

習場と協議して、お互いにそうしま

しょうということで。 

  （web）教科書の実習

場への持ち込みは現場

と協議して決定。 

(実習場の持ち込みは)iPadのみで

す。向こうではワードなどを使って

記録はしません。 

  (実習場の持ち込み

は)iPadでの記録はせ

ず。 

コピペの問題で、友達のものをもら

って、例えば看護課程とか、そこ

で、手書きとしています。 

  看護過程を他者のもの

をコピーすることも考

えられるので、手書

き。 

電子教科書になった段階で、実習病

院のほうに使用可能でしょうかと確

認している状況。ただ、もちろん電

子カルテを見る場所にタブレットは

持って行きませんので。 

  電子カルテを見る場所

には iPadは持参でき

ない。 

病院の中ですので、学生がいくら個

人の名前を書いていないとは言いな

がらも、個人のその患者さんの情報

を施設外に持ち出すことは、安全性

の確認が病院で担保されていないの

で、足踏みしているところなので、

病院が安心してオッケーが出せるよ

うな体制を学校として整えるのかっ

ていうのを今話し合っているところ

です。 

  患者の個人情報を外部

に持ち出すには許可が

必要。 

実習場所に Wi-Fiはあるけれど、容

量がすごい少なくって、学生のアク

セスができないっていう風になって

いるところなので、そこのところが

実習先の課題です。 

  実習場所の Wi-Fiに学

生のアクセスができな

いため（iPadで実習

記録が作成出来ない） 

個人情報保護の安全管理の対策を学

内で整えて、病院と交渉っていうの

が、これからの成り行きになってく

ると思います。 

  個人情報保護の安全管

理の対策を学内で整え

て、病院と交渉予定。 

実際に（実習施設で）Wi-Fi環境を

使わせていただくのかどうかも含

め、課題として上がっている中では

今のところは実習施設の状況に合わ

せてと考えている 

  Wi-Fiを使わせていた

だくかは実習施設での

状況にあわせて実施。 

タブレット端末が活用できるとすれ

ば実習施設でどのような使い方をす

るかを含めて検討中で、これはま

だ、具体的に明確なガイドラインは

  実習施設での利用ガイ

ドライン策定の必要あ

り。 
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これから作っていかなければいけな

いかと思っています。 

基本的には、紙での記録に書かれる

記録内容はすべからく患者さまの個

人情報に関わるところが非常に多い

ので、そこはまだ慎重にならざるを

得ないのが現状です。やはりオンラ

インになってしまうとどうしても操

作上、ある意味では拡散の恐れが出

てきますので、現在は紙での記録を

基本的には踏襲していこうと思って

います。 

  個人情報漏洩への危機

対応として実習記録は

紙媒体。 

実習場においては実習施設の Wi-Fi

環境がなかなか学生のための環境に

なっていません。やはりここは、実

習の記録もそうですが、そのような

ところで進みません。本校の場合は

本当に実習場がかなり多いです。四

十何カ所という形で多いので、病院

で違いますし。 

  臨地実習ごとの ICT環

境・ルールの相違によ

り実習記録をデジタル

化することは難しい。 

学生の（実習記録の）管理に関して

も正直徹底できるという保証がない

状況で、患者さんの情報が入ってき

ますので、ここに関してはデジタル

化することでもない。 

  学生記録での漏洩に関

してデジタル化するこ

とでもない。 

例えば記録類が全て学生の iPadの

中に入っていたとしたら、では実習

場で記録を見てもらう時に、見てく

ださいと iPadをいちいち出した時

に、本校の指導者もなかなかその場

で見ることができない時もありま

す。そうすると、紙ベースで出して

おくと後で見てくれたりするのです

が、iPadだと後でということができ

ません。 

  個人情報の保護と

iPad上での指導の困

難がある。 

６．学生の成績

管理 

成績（管理）も、教員が非常勤の方

からいただいた成績を、紙で、印鑑

が要るので、紙に書いていただいた

成績表を事務の人がソフトに入れて

くれています。今までだったら数式

を入れた分に入れ替えて入力してい

たのですが、それで間違いがあって

はいけないと何回も見直すことがあ

った。一回入れてそれで確認できれ

ばそれが学籍簿まで行くところで、

少し簡便になったと思います。 

成績管理は、ソフトを導入し

簡便になった。 
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成績管理システムとして、info 

Clipperを入れる前は印鑑で押して

いた。成績を一度入れると、学生の

成績の分析ができたり、順位の判定

ができたりして、学習の進度ができ

るようになった。名簿作成等でも、

一度情報の入力をしておくと、一元

化された個人情報を活用するとこ

ろ、必要な時に必要な情報を取り出

せるところでも役立っている。 

info Clipperで、学生の成績

分析、順位判定、学習進度な

ど活用。 

  

info Clipperで成績とカリキュラム

が連動していますが、使い方が一番

難関です。教務事務に info Clipper

の管理、科目を入れるなど、そのよ

うな大変なところは担ってもらって

いますが、初めにカリキュラムを入

力するところが大変です。 

info clipperは、成績とカリ

キュラム管理ができ、教務事

務が入力している。 

  

（成績管理は、）事務が Excelで作

っている表があります。それを使わ

なければいけないとなっているの

で、（それ以外のソフトの導入が）

難しいです。Excelに自分たちが数

式を入れて作ったものでずっと、20

年近く使っているので情報漏洩のこ

となどもありますのでと。間違えて

学生のところに成績を入れてしまっ

たとなってもいけないので、（Excel

を使用）しているそうです。 

  成績管理は、事務が独

自で作ったものを使

用。 

教務事務が成績管理で入力をして、

教員とダブルチェックしながらやっ

ています。今度はクラウドで管理す

るシステムが構築できれば、ここは

いけると思います。 

  教務事務が成績管理で

入力。クラウドで管理

システムが構築できれ

ば、成績管理はでき

る。 

７．学生の出欠

管理 

Google Classroom中に出席フォーム

を入れて、授業が終わった時に出席

しましたというチェックと、それか

ら感想のようなものを入れます。最

終的な授業評価ではなく、毎回の授

業評価の中で使っていけるかとやっ

てみました。 

ソフトの中（Google 

Classroom）に出席管理と感

想を入れ活用。 

  

出席管理は、毎日のチェックは教員

がしているので、全員出席で、早退

や遅刻、また実習の時間数は手入力

ではあります。（info Clipperを入

れることで）学籍簿に通じる時間で

一応一元管理できるところもメリッ

トになっていくと思っています。 

出席管理のソフト（info 

Clipper）を入れることで、

学籍簿にまで一元管理。 
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（学生の出欠管理）保護者も閲覧で

きるものは、試験的に実施してお

り、4月に本格導入する。何時間休

んでいて何時間補習しているのか、

保護者からの希望があった。 

保護者も閲覧できる学生の出

席管理は、4月から本格導入

予定。 

  

遅刻する、今日は風邪でお休みしま

すといった（学生からの連絡）は、

メールです。 

  学生からの欠席連絡は

メール 

出欠管理は info Clipperに入力し

ているが、実際に科目ごとに出欠を

取っていくことは教員の手作業とい

うか、その場での確認になる。 

  出欠管理は info 

Clipperに入力してい

るが、科目ごとに出欠

を取るのは教員の手作

業。 

学生の出席管理は、原則対面で行っ

ています。本当に学生が（出席）し

ているのかどうかはすごく怪しいで

すよね。そのような事象、SNSでも

本当にこの学生は出ているのかとい

うことがあったので、それは中止し

て、必ず顔を見せていることを確認

しています。 

  学生の出席管理は、顔

を見て確認。 

いまだに名前を呼んでチェックして

います。 

  呼名でチェック 

外部講師の出欠管理が特に難しく

て、こちらで預かることが多いの

で。 

  外部講師の出欠管理が

特に難しいので、教員

が実施 

今は学生の欠席を教員が手入力して

いるのですが、本当だったら、学生

の連絡がそのまま飛ぶのが一番楽な

のでしょうけれども。 

  学生の欠席を教員が手

入力。 

実際的には欠席の連絡も電話で今対

応している状況になっています 

  欠席の連絡は電話で対

応 

試験、出欠管理のアプリとクラウド

っていうのは、学内の先生たちもい

るものですから、なかなかこの出欠

管理っていう意思の統一が図られて

いないというところがあるのと、そ

の試験がやっぱり終講試験のすごく

抵抗が大きいですよね。 

  試験、出欠管理のアプ

リとクラウドは、先生

の意思の統一が図られ

ていないというところ

があり、終講試験の抵

抗が大きい。 

手作りで作った出欠管理システムに

学生たちに入力してもらっています

が、やはり非常勤講師、外来講師の

講義等は特に最後まで授業を受けて

いたかの確認はどうしても人にな

る。 

  手作りで作ったシステ

ムに学生が入力してい

るが、外部講師の講義

などは教員が（学生の

出欠管理を）実施。 
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出欠管理というのは、あらかじめ決

まった時間割に沿ってその学生がい

るかいないかのジャッジをしていく

ようなシステムになっていますの

で、そこが変わってしまうと、扱う

教務事務の負担が莫大になってしま

います。では、どのぐらい変わる機

会があるのかというと、それほど多

くはありません。ただ、それが発生

した時に結局アナログのほうが便利

で確実ではないかという結論になっ

ている。 

  アナログで実施 

出欠管理は info Clipperというク

ラウドシステムを使っていますが、

その中では部分的です。一元化され

ていません。学生が休むということ

は電話で来ています。そこがしっく

りいきません。DX化が進んでいると

いうのではなく、部分的に紙ベース

実施。 

  学生の欠席連絡は電

話。 

８．学生の毎日

の健康管理 

出席管理も、基本は早退や欠席や遅

刻のみ入れると、一括で出席とその

日のことはできるので、一応簡便に

はなった。 

出席管理は、ソフトを導入し

て楽になった。 

  

（毎日の健康管理は）一応フォーム

から Excel表に移動できるようにし

て毎日追加されていくと、集計表に

移行できるようにしている。それで

37度以上は赤色と設定していれば、

症状や発熱がある誰かのみが出てく

るようにもできます。そのような意

味で、簡便に見られるようにとはし

てきた。 

毎日の健康管理は、集計表に

移行し（フォームから Excel

表に移動）、発熱や症状のあ

る人だけが（集計表に）出て

くる。 

  

体温と体調管理のシステムもマイク

ロソフト Teamsで作れるので、学生

にダウンロードして、毎日、登校す

るまでに携帯から送ってもらってい

ます。学校や（実習施設）に感染症

を入れないという面でも自宅でまず

測ってもらい、結果は管理者と担任

が見られるようになっている。 

体調管理のシステムもマイク

ロソフト Teams、結果は管理

者と担任が閲覧できる。 

  

健康管理が一番効果的だった。一斉

に、健康管理、体温や症状の確認を

全て Moodleで毎日入力すると、誰

が入れていないのか、どのような症

状があるのか。誰がおよそ何時にす

るのか、そのようなことも把握でき

健康管理は Moodleを活用す

るのが一番効果的。 
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ますので、それは今も継続していま

すし、すごく有効だった。 

日々の健康管理に関しては、学生に

プリントアウトしたものを渡してい

ます。そして各学年で体温をチェッ

クし、症状がないかなどを毎朝 9時

までに提出し、担任サイドがチェッ

クして、体調不良がないか確認して

います。学生が提出してくれたもの

を紙媒体で見ている形です。今の学

生の人数や、していることを考える

と、あえてデジタル化しなくてもい

いかなと。 

  健康管理については、

デジタル化する必要を

感じていない。 

実習施設側がシステムを使えなけれ

ば(健康状態が)見られません。やり

方を変えると相手方の理解も必要で

すし、使い方もマスターしてもらわ

なければいけないところがあるの

で、すぐには難しいです。従来どお

りでとは思っています。 

  (健康管理は)実習施設

側が使い方もマスター

してもらわないといけ

ないので直ぐは無理。 

Googleフォームを活用して、試しに

今年やってみて、教員もこれだった

ら集計しやすいと実感が持てたの

で、今後は移行できるかなという段

階ではあります。 

  Googleフォームを活

用は、今後は移行でき

るかという段階。 

(毎日の健康管理、ワクチン接種歴

は)紙で対面です。 

  (毎日の健康管理、ワ

クチン接種歴は)紙で

対面。 

(健康管理ワクチン接種歴は)紙でや

っていて、時間がかかるので、DXで

きれば本当に楽である。もし、あれ

ば、逆に教えていただきたい。 

  (健康管理ワクチン接

種歴は)紙で時間がか

かる。 

(健康管理、ワクチン接種の紙で対

面に対して)今改善予定はない。 

  健康管理、ワクチン接

種は紙を使用し対面で

対応して改善の予定な

し。 

９．学生のワク

チン接種歴など 

学生のワクチン接種歴は、Google 

Educationのフォームで作成し、学

生にワクチン接種したら入力しても

らうとスプレッドシートに収まって

きます。それを確認しながら管理す

るように変更した。 

ワクチン接種歴は、Google 

Educationを活用。 

  

学生のワクチン接種歴は、DXを使っ

て管理しなくてもいいかなという気

もしています。 

  学生のワクチン接種歴

は、DXによる管理不

要。 

10．学生へのア

ンケート調査 

チャット機能を使って学生とのコミ

ュニケーションが図れたことが大き

アンケート機能で、集計時

間・手間が削減。 
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な活用方法になっています。また、

それ以外でもアンケート機能で、学

生たちの授業はよくアンケートを実

施しているので、以前は集計等に時

間、手間がかかっていたところがす

ごくスムーズになった。 

授業評価は全て Classroomから回答

してもらっている。学生に聞きたい

ところを手軽にアンケート調査でき

るので、協力してもらっている。 

アンケートは、Google 

Classroomを活用。 

  

学生のワクチンやアンケートなど

は、以前までは来た時にマークシー

トで回答という形を使っていたもの

が、Googleのフォームやさくら連絡

網のアンケート機能を使うと、学生

が入力してくれればそのままデータ

化できるようになった。 

Googleのフォームやさくら連

絡網のアンケート機能を使

い、学生の入力をそのままデ

ータ化。 

  

授業評価も Googleでやっているの

ですけれども、配信で集計作業は楽

になったのですが、回答率が下がっ

ています。やはり、回答してもらえ

ない。 

Googleアンケートの使用で集

計が楽になったが回収率が悪

い。 

  

(授業評価の回収率を高めるために)

「お願いします」を重ねて、重複し

て流しています。でも、本当に（回

収率が）下がっています。 

(授業評価の回収率を高める

ために)学生に何回も依頼す

るが回収率が下がっている。 

  

（Google Driveは）授業評価で実施

している。活用に際して事前に先生

に了解を得て、アンケート結果を先

生にお返ししている。 

（Google Driveで）授業評価

を実施。 

  

講師のアンケートも、Google Drive

を使って(保存・共有)、Googleフォ

ームでアンケートをしている状況で

す。 

Googleフォームを使って、ア

ンケートを実施。 

  

授業アンケートに関しては、全て

Moodleでやると回収率が非常に落ち

るので、また紙に戻した。回収率の

悪さをあまり気にしないのであれば

ずっと Moodleのほうがいいのだ

が、できるだけ学生たちの意見を吸

い上げたいと思うと、やはり良い回

収率のほうを選んでしまう。 

  全て Moodleでやると

回収率が非常に落ちる

ので、また紙に戻し

た。 

コロナの時はソフトを使ってやって

いました。けれどももう（学生が）

学校に来ているのでアンケートも紙

でやっている。 

  学生が学校に来ている

ので紙で実施。 
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11．教職員との

連絡 

教職員との連絡は、教職員に Google 

Educationが 100％周知されていて

常につながっているかというと少し

難しい状況がありますので、LINEグ

ループも活用している。公のもので

すとやはり Classroomから送ってい

る。教職員のクラスも作っている。 

教職員との連絡は、Google 

Educationと LINEを併用。 

  

個人的に学生とやりとりをしたい時

にも、そこは割とタイムリーにスピ

ーディーに行えると思っています。

業務効率という意味ではそのような

タイムリーな情報共有が一つのメリ

ットと考えています。 

ICT（Google Education）活

用することでスピーディーか

つタイムリーな情報共有が出

来た。 

  

自分自身も、サイボウズが入って、

スケジュール管理などもでき、お互

いのスケジュールが分かるので、相

手のスケジュールを見て自分のスケ

ジュールを考えることもできる。 

スケジュールは、サイボウズ

で管理し、教員間で共有して

いる。 

  

（教職員との連絡は）メールです、

LINE。 

（教職員との連絡は）LINE。   

（教職員との連絡は）実習指導に行

っている教員もいますが、それほど

実習場所が遠くないこともあり、声

を聞きながらで何とかやれているの

で（DX化を）やる必要がない。 

  （教職員との連絡は）

声を聞きながらでやれ

ているので DX化する

必要がない。 

12．教職員への

資料配付 

教員への資料配布については、学内

の閉鎖式システムの中の管理。 

教員への資料配付は、学内の

閉鎖式システムを活用。 

  

（教員への資料配付は）ペーパーレ

スで、共有しているファイルに書き

込みができます。Aさんが作ってい

るパワーポイントを Bさんが追加で

きる、上書きされていくという形。 

教員への資料配付は、ペーパ

ーレスで共同作業ができる。 

  

本校のネットワーク上にできている

保存用のフォルダに保管すればとい

う意味になるのでクラウドとは異な

ります。会議資料は使えると思いま

す。 

（教職員の資料配布は）本校

のネットワーク上にできてい

る 

  

資料配布は Chat Luckという県の個

別ソフトがあって、そちらを使って

配信しています。 

資料配布は Chat Luckという

県の個別ソフトを使用。 

  

13．教職員と資

料・議事録など

の共有 

会議などはペーパーレスで一切紙の

資料は使っていない。会議の準備は

ただ自分が上げたい資料を URLで貼

り付けるので、変更時に新たなもの

を配る必要はない。例えば会議の中

で、前の資料を見たい時に、その場

で資料を皆で共有できる。 

会議はペーパーレス。   
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（教職員への資料配付は）教員用の

共通のフォルダがあり教員間で活用

している。この資料を置いておきま

すのでここに入力しておいてくださ

いという形で空き時間に入れること

では使っています。 

教職員への資料配付は、教員

用の共通フォルダを活用。 

  

教員間でシラバスの内容を検討する

時や、実習内容の確認をする時など

に文章を入れておくと、上書きがで

きる。自分の担当のものもそこにフ

ァイリングして、後で見直すことも

できます。 

シラバスの内容の検討時や実

習内容の確認等、ソフト内で

文章の上書きができる。 

  

委員会の話し合いをする時に、皆さ

んの良い日はいつですか、何月何日

にどこで開催しますや、議事録の共

有などもソフト内で行っている。 

日程調整や議事録の共有もソ

フト内で実施。 

  

今使っているものが Google 

Educationと、その他に、学校管理

全てを共有もできるクラウドシステ

ムに保存し、また成績や出欠関係を

管理するクラウドシステム。その 2

種類と、3つです。 

Google Educationなど複数の

システム活用 

  

教員は iPadを 1台ずつ持っていま

すので（議事録を）iPadで共有とい

うことはできます。iPadを実習場所

に持っていって、学生が教科書を忘

れましたといった時に、ではこれで

見てごらんと教員の iPadを貸すこ

とがあります。そうなってくると、

例えば教員が見ておいていいと控室

で勉強させている間に、このファイ

ルは何だろうと（議事録を）開かれ

て学生の目に留まった時に怖いとな

ると、ではそれもできないという形

になり、なかなか難しいのかなとい

う話にはなりました。 

  議事録が学生の目に触

れる危険性があり、紙

媒体を使用 

教職員の資料、議事録などの共有

は、2カ月ほど前からペーパーレス

にしてみようとしてはいますが、全

てはまだ行えていない。 

  ペーパーレスにしよう

としているが、全ては

行えていない。 

（教職員への）特に会議の資料とか

議事録については、配信はしていま

せん。 

  （教職員への）会議資

料や議事録の配信はな

し。 

(配信ができないのは、学生の個人

情報が扱われているとか情報漏洩が

あるから)そうです。 

  学生の個人情報保護の

ため配信していない。 
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14．入試管理

（広報活動含

む） 

（受験生へ）の広報活動について、

例えばこのようなところにガイダン

スに行きました、このような状況で

したという報告書は全て Microsoft 

Foamsを使用しているので、とても

アンケートが簡単です。何名参加

し、来なかったなど。高校訪問の内

容もこれで作ってくれているので、

何県と、学校名の最初の 2文字を入

れたらそのまま何々高校と出てきま

す。 

広報活動は、Microsoft 

Foamsで一元化して管理 

  

全国専修学校、各種加盟校が出され

ているネット出願システムになりま

す。こちらは受験生が入力した個人

情報を学校はもう出力するだけで

す。出力したデータをもうほぼワン

タッチで学籍管理システムへ取り込

みすることができます。ですので、

これまで願書の入力に追われていた

作業が確認作業に重きを置ける流れ

になりました。 

出願システム活用し入力作業

の省力化（株式会社ユニバー

サル・サポート・システム

ズ：インターネット出願シス

テム高校専修学校用）。 

  

入試のエントリーは紙面だけです。

広報活動はインスタを導入していま

す。あとホームページも市の規定が

あり、あまり改良でききない。 

  入試エントリーは紙面

のみ。 

広報活動で使っているシステムがあ

りますが、まだ契約内容上、ここの

入試管理まではできないものです。

契約内容とお金です。 

  予算の関係で入試管理

までできていない。 

15．カリキュラ

ム管理 

（カリキュラム管理は）事務管理な

ので、受験生、受験情報、オープン

キャンパスからの情報が受験者にど

うつながったか、そして受験生の情

報がまた入学生の情報になり、そこ

から続いて、最終的に学籍簿に移行

するということについて一元管理で

きることが一番いい。 

カリキュラム管理のソフトを

導入することで、受験生の一

元管理ができる。 

  

info Clipperを入れてカリキュラム

については前期から使えるように、

3月までに入力してやってきまし

た。今までは 3カ月ごとという感じ

で（時間割を）出していましたが、

一応 1年間でカリキュラムを作成す

るということで、学生との双方向の

情報が使えるようにやってきまし

た。変更は頻繁にありますが、全体

的にそのような方向で今後もお願い

カリキュラム管理（info 

Clipper）は、1年間で作成

し、前期から使えるように入

力中。 

  



 

63 

しますということではいいと思って

います。 

従来 Excelで作っていた時間割と、

入れ替えや全体を見比べる時に、ま

だ慣れていないので直接入力してい

くことが難しい。時間割は私が

Excel管理し、教務事務の人が info 

clipperに入れてくれる形になって

いる。 

時間割は、教員が Excelで作

り、それを教務事務が info 

clipperに入力している。 

  

オープンキャンパスや学校見学に来

た段階の情報から、卒業後もどこの

病院に就職したということまでが 1

人の学生の情報が何年間にもわたっ

て info Clipperで管理できるとい

いと思っています。 

info clipperで、学校見学に

来た段階の情報から、入学、

卒業後まで、管理したい。 

  

時間割の変更等が多い場合にはそれ

を修正してまた紙で貼ってという作

業が、システム課にまずは変更をか

けたものが、全て DXで、一元管理

で全てのデータに反映され、それを

データで落として先ほどのアプリケ

ーションへアップするだけとなって

いますので、そのようなやりとりが

かなり時間短縮した。 

DX化（アプリケーションへア

ップ）したことで、時間割の

変更手続きを省力化した。 

  

日東システム info Clipperの利用

を開始。これまでは本校独自の

Excelファイルでの管理。3年課程

を準備するに当たってはシステムの

導入。 

日東システム info Clipper

の利用を開始。3年課程を準

備するに当たってシステムの

導入決定（カリキュラム管

理）。 

  

全体で共有できるフォルダの中にシ

ラバスを入れて、皆が閲覧できるな

どです。次年度のシラバス修正やテ

キスト修正などはフォルダ内を皆で

閲覧しながら修正できます。 

(カリキュラム管理は)全体で

共有できるフォルダで管理。 

  

(カリキュラム管理は)成績管理シス

テムの時間割でやっています。 

成績管理システムで(カリキ

ュラム管理)実施。 

  

(カリキュラム管理は)講師の先生

方、時間割等を入力すれば講師の先

生方が出てくるような形で作ってい

ただいています。 

(カリキュラム管理は)講師、

時間割等を入力すればよいよ

うに作成。 

  

成績管理システムが 1つあり、それ

以外に Google Classroomで個別配

信を行っています。さらに、シラバ

スのダウンロードはポータルサイト

を別に作っていて、あとは個別の

Gmail。で学生に個別に配信すると

いうふうに。中枢が 1個のほうがす

成績管理システムが 1つ、

Google Classroomで個別配

信、シラバスのダウンロード

はポータルサイト、個別の

Gmail。 

ソフトが分かれていて

配信する方が大変混

乱。 
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ごく使い勝手がいいのですが、ソフ

トと分かれてしまっているものです

から、配信するほうが大変混乱する

というのはあります。 

16．実習室の管

理 

実習室の管理では、専用のパソコン

の中に会議室予約システムを入れ

た。ベッドの数をそこに入れて、時

間ごとに予約ができるように、学生

たちがパソコンの前に並んで、自分

たちで空いているところに名前と、

また何の練習をするのか入れるとい

う感じです。自宅からでも予約でき

るようにしたほうが学生にとって便

利かと思いましたが、管理が少し行

き届かなくなり逸脱した感じになっ

てしまうので、教務室の近くの廊下

の隅に 1台、クローズで置いてい

る。 

実習室の管理では、専用のパ

ソコンの中に会議室予約シス

テムを入れ、時間ごとに予約

ができる。 

  

実習室の管理もそうですが、教材、

教具の定数や、例えば購入年月日な

どであれば全体で共有できるフォル

ダ内でデータを保存しながら追加修

正は可能です。 

実習室、教材教具管理は共有

フォルダで管理。 

  

実習室の管理というところは、法人

で使っているシステムがある。 

所属法人のシステムを活用。   

実習室の予約については紙です。当

校は 1年生から 3年生までグループ

をつくって、1ベッドは何々さんと

決めています。そして 1年生から 3

年生まで、例えば 1ベッドだとした

ら、1年生 4人、2年生 4人、3年生

4人と決めていて、1年生と 2年生

はやりとりしながら、今日は使いた

い、私たちが使いたいなど、そこで

話し合って、今日は 1年生が 1ベッ

ドを使います、今日は 2年生が使い

ますとやっている。 

  実習室の予約は紙で、

学生達がやり取りをし

ながら決めている。 

学生が実習室を使用する時には、何

時から何時という形で時間の予約

と、そしてこのような物品を使いた

いというところです。今までそれほ

ど取り合いになったこともなく、使

う時間帯が各学年でばらばらだった

ことや、同じ学年が使う時であった

としても、それほど一個のものに集

中することはなかったと思います。

  実習室の使用は、紙媒

体で困ったことはな

い。 
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紙媒体で予約して、何を使うか書い

て使っています。 

(実習室の教材管理は)教材台帳をエ

クセルで。 

 
(実習室の教材管理は)

教材台帳をエクセルで

作成。 

(実習室の管理は)年度初めに、調整

しています。それは一覧表にして貼

ってあります。 

  (実習室の管理は)年度

初めに、調整して、一

覧表にして掲示。 

17．機材・教具

の管理 

実習室の管理や機材の管理などは、

本当に大昔ですが、ある場所に行っ

て紙に書いてというような形で予約

を取っていました。サイボウズを導

入して何年ぐらいたつだろう。20

年？ 15年はたつかな。 

実習室の管理や機材の管理な

どは、10年以上前からサイボ

ウズを活用している。 

  

最後の機材、教材は、実習室とか建

物の中の部屋の数限られているの

で、これはすぐできた。 

機材、教材は数限られている

ので、すぐできた。 

  

教材・教具も、そのサイボウズ（法

人システム）のほうで管理 

教材の管理は、所属法人のシ

ステムを活用 

  

(物品管理は)改善したいとは思いま

すが、案が浮かばないです。 

  物品管理の改善はした

いが、方法が浮かばな

い。 

(見本になるものとして)病院の中材

管理みたいな感じになるのかと思う

のですが、あればやりたいと思いま

す。 

  あればやりたい。 

実習室の管理というのを DXでのイ

メージが少しつかなくて。エクセル

で管理している状況ですが、それ以

上の何かがあるのだろうかと思うと

ころです。 

 
実習室の管理を DXで

行うイメージがつかな

い。現在エクセルで管

理。 

教材って本当に数がいっぱいあるの

で、それをこう登録するエネルギー

をまだ掛けられてないっていうとこ

ろです。 

  教材は数があるので、

登録するエネルギーを

まだ掛けられてない。 

業者さんもこれやってくれないって

いうか頼むのもお金もかかります

し、あの具体的にやってくれるとこ

ろ見つかってなかったので、ここの

ところはちょっと保留なのですけれ

ど、あのう。困っているところで

す。 

  業者に依頼すると金も

かかるし、具体的に対

応してくれるところも

見つからなくて困って

いる。 

18．その他 学校だと期限が決まっている仕事が

あるが、全てタスク管理している。

いつまでに何をやるということも

Microsoft teamsでやっている。私

タスク管理も Microsoft 

teams活用。 
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たち管理者にも担当者にも、3日後

に起案が回ってくるはずだ、今日が

この提出日のはずだと。本当に楽に

なった。 

勤怠管理も全て Microsoft teamsで

行っているので、1分単位で管理が

できるようになった。お昼休みも 1

時間は必ず取るので、それも

Microsoft teamsの勤怠管理で休憩

に入った時間と出た時間は全て管理

できます。 

勤怠管理も Microsoft teams

を活用。 

  

info Clipperに学生への指導内容を

入力できるところがあるので、指導

して気になったことはそこにその都

度入れるようにしています。この子

は過去どうだったかとそこを開くと

過去の履歴が残っていて、共有でき

ている。 

学生への指導内容も info 

clipperで共有できるように

なった。 

  

Googleは Googleで確か Google 

Meetというアプリもあります。うち

はその Meetは使っていませんけれ

ども。なぜかというと、うちも Zoom

は使っていて、Zoomで慣れてきてし

まっているのでそれを使っていま

す。 

慣れたソフト（Zoom）を継続

使用。 

  

（CKSナーシングは）国家試験の過

去問題については、1年生の時から

解剖生理学的な部分については勉強

できるものを作る、2年生も必修問

題について一巡できるように計画し

ている。教員のみがするのではな

く、学生自身が計画を立てて過去問

題にチャレンジしていくことができ

ます。 

国家試験の過去問題は CKSナ

ーシングを活用。 

  

（CKSナーシング）事例は成人、老

年が多いが母性、精神は事例が徐々

に増えてきている。領域によっては

使い勝手が悪いところもあると思

う。 

（CKSナーシング）での事例

を活用。 

  

（CKSナーシングは）模擬患者デー

タが非常に詳細なものが上がってく

るので、今まで教員が作っていたも

のをこちらの方に移してから非常に

業務の方も省略ができています。 

（CKSナーシングは、）模擬患

者データが非常に詳細で、教

員が作成する場合と比べて非

常に業務の方も省略ができ

た。 

  

（CKSナーシング）一年生から三年

生まで全員使っています。国家試験

対策としても、それぞれみんなログ

（CKSナーシングは）全学年

で使用し、国家試験対策とし

ても、正答率を把握。 
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インしてやっていて、その正答率と

かもあの統計データで出てくるの

で、把握するようにしています。 

 

3．国への要望 

項目 ヒアリング文章 要約 

ICTに詳しい人材

の派遣 

手取り足取り（の支援）は要らないかもしれませんが、情報管理をやってい

る人が（学校の）この状況を見たら、これをこうしてこうするほうが効率はい

いなどが分かるのではないか。 

ＩＣＴに詳しい人に、学

校の状況を査定して欲

しい。 

（ICTに詳しい）違う人が見ると、これをこうした方がいいのではないか、こ

のような方法があるということを方向付けていただくとやる気にもなります。 

ＩＣＴに詳しい人に、学

校の方向付けをして欲

しい。 

授業や学生指導でも手いっぱいになっているところに慣れない DXを導

入する難しさがある。実際に予算が必要な場面になると事務に動いてもら

わなければいけませんが、事務は教職員よりも DXに疎かったので、そこ

を説明できるようになるまでに苦労した経緯があります。DXに詳しい方の

専門的なアドバイスや、説明する時の助け、協力をしていただけるような人

材にいていただくとすごく活発に、このようなことをやりたいができるのかな

どに答えてくれるようなアドバイザーが欲しいと思います。 

DXに詳しい方の専門

的なアドバイスや、説明

する時の助け、協力をし

ていただける人材を希

望。 

費用面を確保することがまず一番難しいと感じました。2つ目に使いこな

せる教職員の不足が大きいです。いざという時にフォローに入ってくれる

システムに強い方が 1人でもいてくれたら安心です。どうしても個人情報

を扱うことが多いので、セキュリティー面の安心材料がもう少しあるとより進

むと思います。 

費用面と教職員の確

保、（情報）システムに

強い方がいて欲しい。 

デジタルや ITの専門家に相談することは気が引けるし、看護学校の中で

どうなのかということを分かっていただけるところまで説明することは大変で

す。そのあたりを少し分かっていただけるような、幾つもの看護学校のサポ

ートを経験したような方がいてくださったらと思っています。 

幾つもの看護学校のサ

ポートを経験したような

方に支援して欲しい。 

DX関連と看護教育と両方の知識を合わせ持った人材がいてくれたらい

い。ホームページなどそういったところの知識や基本的なパソコンの知識

はあっても、学生の教育には何がいいのかまでなってしまうと難しい。そう

いったところの人材の教育や確保などといったところができたら、いろいろ

な学校でも推進されていくのではないのか。 

DX関連と看護教育と両

方の知識を合わせ持っ

た人材がいて欲しい。 

ICT研修やリテラシー教育も含めて Docomoさんと契約していますので、

人の部分の支援でも大変助かります。そうすると iPadを私たちが家電量販

店で買って導入して、人のフォローがあればそのような形で経費を抑える

こともできる。 

人の支援を希望。 

学内をもう一回、当校のやり方をスクリーニングしてくれるような、プロに中

身を見て助言をもらいたい。 

DXのプロによるスクリ

ーニングおよび助言希

望。 

担当の方が本校に来て、本校のシステムを全て構築して教えてほしい。 本校のシステムを構築

出来る方に教えて欲し

い。 

助成金 今大学などはほとんどウェブ試験になっているので、採点も含めて、業者

にコンタクトを取りたい。パソコンや iPadを使う時にカンニング行為や生成

AIの管理監督する部分を含めてシステムを探したい。もう少し本格的に単

位の習得に関して考えたい。 

試験から採点も含めた

単位の修得に関してソ

フト導入したいので、支

援が欲しい。 



 

68 

DXの推進、ICT教育といわれている中、非常に私たちも苦労しました。補

助金もいただいています。しかし、どんどん進化していくものについていく

にあたって、機材の入れ替えや新しい研修、（ICTに強い）人材の確保な

ど、本当にお金がかかります。人の力や心意気ではどうにもならない。DX

を推進して、より良い基礎教育を目指すのであれば支援してほしい。 

機材の入れ替えや新し

い研修、人材の確保な

どにお金がかかるの

で、金銭的な支援が欲

しい。 

受験生等の減少もあって財政が厳しい状況になっていますので、物よりは

補助金という形だと大変助かります。 

物よりも補助金が欲し

い。 

DX化にかけるお金もなかなか厳しいです。それでもやはり一生懸命作っ

て、何とか本校で部分的にはやっていますが、それをうまくまとめることで、

逆にお金もそれほどかけずにやっていけるとも思います。 

補助金の希望。 

教員が使用するパソコン系、パソコンやタブレット、ネット環境の整備は終

わってはいるので、そのような教職員が使う機材を購入するための費用な

どであれば、今考えられるのはそこです。 

教職員が使う機材を購

入するための費用を希

望。 

現物支給 ノート PCや iPadなど教員に配られるようになれば、情報共有するので、

閲覧もできますし、会議でもペーパーレスになりますので、印刷配布という

業務がなくなる点では、そこが一番やりやすい。 

ノート PCや iPadなど

の現物支給して欲し

い。 

お金など、そのような管理上の環境整備はまだ必要ではありますが、思い

切ってやるとしたら、ノート PCが今のところは考えられます。 

ノート PCを現物支給し

て欲しい。 

デバイス、タブレットとかパソコンっていうのは消耗機材なので、もう少し最

新で記録量が大きいものがまず欲しい。 

タブレットとかパソコン

は、最新で記録量が大

きいものが欲しい。 

情報提供 ランニングコストはどれほどかと。入れたはいいが、入れたソフト以外のお

金は全て学校負担になるのが厳しい。 

ランニングコストの負担

額を示して欲しい。 

DX化はどういったものが使えて、どういうメリットがあるかが深く分からない

ので、そういうところから知りたいと思います。 

DX化の使用法やメリッ

トを教えて欲しい。 

研修会の開催 (どのような支援があれば、DX化が進むと考えるかは)予算とか、あとは学

習の場、詳しく教授していただけるような場。 

予算・学習の場の確保

を希望。 

小規模校で、中間ぐらいの進み方のところの実践例ですね。そういうのを

聞いてみたい。 

小規模校で中間ぐらい

の(DXの)進み方の実

践例の聴講希望。 

教員の能力向上のための研修自体をやって欲しいっていうのと、その研修

に参加する費用です。 

研修の実施および研修

参加費用支援。 

助成金と人の派遣 （助成金の支給が）10分の 10があるかもですよと言われると手が上

がる（申し込む）のと同じで、そのような可能性（現場を専門的に

分析してくれる人の派遣など）がありますというお話を（聞かせて

いただくと）やはり、アドバイザー的（な方に）に付いていただけ

ると非常にありがたい（と思います）。 

10/10の補助とアドバイ

ザー的な人を希望。 

包括的支援 今まで全くできていなかったことには知識がない、時間がない、方略を持

っていない、どうして（推進をして）いいか分からないということが私たちの

一番大きい問題なので、何らかのヒントをいただけたらということで。もちろ

ん経済的、費用の面もありますが、そのような点を解決してほしい。 

知識、時間、方略、経済

的に分からないことが一

番の問題なので、解決

して欲しい。 
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情報提供・相談窓

口の設置・ソフトの

開発 

DXを進めていくに当たっての自己の困り事や、迷い、状況を伝えれば、

小さなことから専門的なことまでアドバイスいただけるような相談支援窓口

を協議会内に置いていただけるとありがたい。看護教育に関わる授業、業

務の DX化の具体例をたくさん提示してほしい。教育機関が使いやすいソ

フトやアプリの開発をしてほしい。 

協議会内に相談支援窓

口の設置、看護教育に

関わる授業・業務の DX

化の具体例の提示、教

育機関が使いやすいソ

フトやアプリの開発をし

て欲しい。 

 

  



 

70 

４）学校別・業務別、ＤＸ活用状況 

 

学
校
名

学
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と
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績
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F
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習
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報
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あ

P
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P
C

で
ク

ロ
ー

ズ
管

理
G
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lassroom

保
留

状
態

で
困

っ
て

い
る

G
校
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習

記
録
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C
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り
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lipper
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ホ
ー

ム
等

で
作
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、

学
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oogle C
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示
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に
掲
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C
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C
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が
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ラ
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情
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実
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容
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目
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細
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改

め
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確
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必
要

紙
ベ

ー
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だ
が

今
後
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善
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検
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信
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ー
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レ
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試
行

中

紙
の

記
録
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ェ
ッ
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別
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絡

・
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題
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り

と
り

は
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配
信

と
紙

配
布

は
併

用
（

学
生

に
よ

り
様

々
）
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厚生労働省における看護師確保特別対策事業として本調査を実施した。その結果、現状の課題

や時代の要請に対応する看護師等養成所における看護教育の学習環境整備（看護教育現場の DX）

に向けた対応を検討するための基礎資料となる実態を把握することができた。 

 

調査 A 一次調査 

デジタル環境及びデジタル技術を活用した看護基礎教育の状況を把握する調査である。結果

は、地域や設置主体・所属課程・教員の人数などによる極端な偏りはなく、看護師等養成所個々

の状況の差が大きく、調査結果を学習環境として普遍化することが難しいことが明らかになっ

た。特筆すべき結果として、看護教員一人当たりの学生数の多寡は、デジタル教材を活用した授

業の促進と関連性が薄いことである。つまり、看護教員数が多いから教育活動のＤＸが促進され

ているのではなく、看護教員数が少なくともＤＸがされている教育機関が多くあったことであ

る。 

また、学生用タブレット・ＰＣ・デジタル教材などを活用していない理由に、「利用したいが予

算や学校設備などの制約のため困難である」が最も多く、導入しているところも電子教科書・高

機能シミュレーターの順であり、小規模の看護師等養成所がデジタル教材の導入環境を整える難

しさが浮き彫りになった。このことは、ＧＩＧＡスクール構想で学んできた学生たちのニーズ

に、全ての看護師等養成所の学習環境が整備されていないことを指す。18歳人口の減少等に伴い

看護師等養成所の受験生が減少している中、公費の導入なども踏まえ、早急に学生達の背景に応

じた環境を整える必要がある。 

本来の教育活動に専念するために、業務にかかわる周辺環境をＤＸ促進の視点で整えることが

学習環境整備につながると考え二次調査に進んだ。 

 

調査 B 二次調査 

ＤＸの視点から、看護師等養成所における看護教員の業務の実態及び、看護師等養成所におけ

る業務負担軽減策の状況を把握する調査である。一次調査対象校から二次調査に協力可能とし看

護師等養成所を対象とした。 

調査結果から、ＤＸ促進が遅滞している教育活動は「終講試験の実施」「学生の実習記録」であ

る。「終講試験の実施」が進まない理由は、不正行為対策が不十分であり成績評価の公平性の担保

が脅かされる危険があると判断されている可能性がある。また、「学生の実習記録」において、臨

地実習は受持患者の個人情報を教材として学習を進める特徴がある。実習施設の危機管理上のル

ールや、看護師等養成所での情報管理の安全性に疑義がある場合、ＩＣＴを活用したＤＸ推進が

難しい領域であると考える。また、「実習室の管理」及び「教材・教具の管理」においても、ＤＸ



 

73 

が推進されている養成所がある一方、組織単位が小規模であり、管理する多くの教材・教具のＩ

ＣＴツールへの入力作業の困難さからＤＸが遅滞している養成所もある。 

また、「学生の出欠管理」「カリキュラム管理」のＤＸ推進は比較的進められている。これらは

事務処理上の作業となり、事務・教務事務中心の業務手順の組み立てになるため、学生等の個別

の状況に配慮・判断が入る余地が少ないことがＤＸ推進要因の一つと考えられる。 

看護教育活動に関わる、「学生への資料配布」「課題提出・指導」などは、ＩＣＴを活用し日常

的に行われている看護師等養成所がある一方、ほとんどＩＣＴの活用が行われていない看護師等

養成所もある。それぞれの状況や原因が推測されるが、本調査ではＤＸ促進を妨げる要因は明確

にできていない。 

今後、ＤＸを活用して看護教員の業務改善を進めていくためには、ＤＸ活用している学校から

何をどのように活用しているのか等の具体的な方法を共有する研修会等で、推進できる可能性が

ある。 

さらに個別の実態を把握するために、三次調査（ヒアリング調査）に進んだ。 

 

調査 C 三次調査 

ＤＸ推進の実態を把握するために 2次調査対象校から、ヒアリング可能と回答が得られた課程

（看護師等養成所）を対象とした。ＤＸ推進の視点から直接ヒアリング調査を行い、看護師等養

成所における看護教員の業務の実態及び、看護師等養成所における業務負担軽減策の状況を具体

的に把握する調査である。 

看護基礎教育の現状をヒアリング調査の結果、「ＤＸ推進への取り組みの課題」「具体的なＩＣ

Ｔツールを活用した教育活動」「援助の要望」について明らかになった。詳細は前述のヒアリング

の結果にあるため抽出された項目を列記する。 

1.ＤＸ推進への取り組みの課題 

１） ＤＸ人材・マンパワー不足 

２） ＤＸ人材の育成 

３） ＤＸ推進への抵抗感 

４） ＤＸへの段階的移行 

５） 学生・教職員へのガイダンス不足 

６） 学生のＩＣＴ活用能力の差 

７） 学生への経済的負担への配慮 

８） 情報リテラシーの不足 

９） 学校の経済的負担の軽減 

１０）（ＩＣＴ）業者と学校のニーズの不一致 

１１）教職員間の協力体制 
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１２）教職員間の（ＩＣＴ）能力の差 

１３）経費抑制とその交渉 

１４）研修機会の不足（効果的な研修の不足） 

１５）情報の不足 

１６）推進のための小集団活動 

１７）積極的な情報収集 

１８）設置主体の方針 

１９）組織運営 

２０）対面（現状）の優位性 

２１）他施設との情報交換 

２２）通信環境の整備 

２３）デバイス管理 

２４）利便性の高いソフト・アプリの活用 

 

2. 具体的なＩＣＴツールを活用した教育活動 

１） 学生への個別連絡 

２） 学生への資料配布 

３） 学生との課題のやりとり（提出・指導） 

４） 終講試験の実施 

５） 実習記録指導 

６） 成績管理 

７） 出欠管理 

８） 健康管理 

９） アンケート調査 

１０）教職員への連絡と資料配布 

１１）教職員の情報共有（議事録など） 

１２）入試管理 

１３）カリキュラム管理 

１４）施設・教具管理 

 

3. 援助の要望 

１） ＩＣＴに詳しい人材の派遣 

２） 助成金 

３） 現物支給（ＰＣ・タブレットなど） 

４） 情報提供 

５） 研修会の開催 

６） 包括的支援 

７） 相談窓口の設置 

８） ソフトの開発 

 

各看護師等養成所の背景や事情はそれぞれであり、「人材」「モノ」「財源」があれば単純に解決

されるものではない現状が明らかになった。 
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ＤＸ促進に向けた課題と展望 

看護師等養成所におけるＤＸ推進は多くの課題があることが調査結果から明らかになった。そ

れらの課題の解決には、多くの困難が予測される。看護師等養成所は大学に比べ小規模な組織体

制であることは明らかであり、施設（学校）内だけでの課題抽出・検討では解決の糸口が見えな

い場合がある。 

しかし、本調査を進める中で、看護師等養成所のＤＸが進んでいくには、ある一定のプロセス

があることが分かった（参照：看護師等養成所のＤＸ推進計画案）。多くの看護師等養成所はＢ又

はＣの段階であり、Ｄで留まっている看護師等養成所もある。また、Ｓレベルの看護師等養成所

があるが、ＳＳレベルには出会うことはできなかった。今後、看護師等養成所のＤＸを進めてい

くためには、様々な課題を乗り越えていく必要があるが、この表が参考になれば幸いである。 

水戸による以下の示唆がある。「授業とは直接関係はないが、学生の学習支援や教育環境の充実

化を目指したＩＣＴ活用には差が見られ、多くのもので専門学校の活用割合が有意に低かった。

その中でも特に『ＬＭＳ（Learning Management System学習管理システム）』や『ファイル共有に

よる共同編集』等は大きな差が見られ、ＩＣＴを活用した学習環境としては明確に差があること

が示唆されている。」 

このような示唆と看護師等養成所の現状から、看護師等養成所における看護教育の学習環境整

備（看護教育現場のＤＸ）を実現するために、各養成所個々の課題としての認識から、看護教育

全体への課題として検討し取り組む時勢であることを強く受け止める必要がある。 

看護師等養成所におけるＤＸ推進は、それ自体、看護教育の目的ではない。ＤＸ推進を「手

段」として活用し、質の高い看護教育の実践及び看護教員の働き方改革につなげていくことが最

終的な目的である。 

本調査報告が、看護師等養成所で学ぶ学生たちの学びを促進し、看護教員が独創的でより豊か

な教育に専心できる環境整備につながることを期待したい。 
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・看護師等養成所のＤＸ推進計画案 

 


